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ま　え　が　き

　近年の社会環境や生活様式の急激な変化は、児童生徒の心身の健康に大きな影響を与えてお
り、ストレスによる心身の不調などのメンタルヘルスに関する問題、新型インフルエンザや麻
しん、風しんなどの感染症、ぜん息、食物アレルギーなどのアレルギー疾患、さらには、自然
災害や事件・事故の発生に伴う心のケアなど、子供の心身に関わる様々な健康問題が生じてい
ます。
　このような状況の中、養護教諭については、学校保健活動の推進に当たって中核的な役割を
果たしており、現代的な健康課題の解決に向けて重要な責務を担っているとし、学校内及び地
域の関係機関等との連携におけるコーディネーターの役割が求められるなど、期待がますます
高まっています。
　また、子供の健康づくりを効果的に推進するためには、学校保健活動のセンター的役割を果
たしている保健室経営の充実を図ることが求められており、養護教諭は保健室経営計画を立て、
教職員に周知を図り連携していくことが望まれているところです。
　本会では、各学校の保健室経営の充実を図るため、平成21年に「保健室経営計画作成の手引」
を作成し、普及啓発に努めてきました。しかし、「養護教諭の職務に関する調査（財・日本学
校保健会 H22）」では、全体の３割の養護教諭が保健室経営計画を作成しておらず、内容や作
成方法についても課題があることが明らかになりました。
　そこで、「保健室経営計画作成の手引（平成21年）」の検証及び学校経営の観点に立った保健
室経営の在り方を検討し、「保健室経営計画作成の手引 平成26年度改訂」を作成しました。
　本書が養護教諭をはじめ学校保健関係者に活用され、保健室経営の充実を図るために生かし
ていただけることを願っています。

　平成27年 2月

 公益財団法人　日本学校保健会
 会　長　横　倉　義　武　　　
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１ 学校経営と保健室経営 

⑴　学校教育及び学校保健の動向と保健室経営
　都市化、少子高齢化、情報化、国際化等による社会環境や生活様式の急激な変化は、子供た
ちの心身の健康に大きな影響を与えており、いじめや不登校などのメンタルヘルスに関する問
題、喫煙、飲酒、薬物乱用に関する問題、性に関する問題、生活習慣の乱れやアレルギー疾患
の増加などの現代的な健康課題が顕在化している。
　また、地震や台風、竜巻、豪雨、火山の噴火などの自然災害の発生や、子供が犯罪に巻き込
まれる事件・事故などが発生しており、健康安全に関わる危機管理と子供の心のケアが重要な
課題となっている。学校においてもこれらの問題へ適切に対応するために教員の資質向上や教
育環境の整備を図るための教育改革が推進されている。

【近年の教育改革及び学校保健の動向】
　①教育基本法の一部改正（平成18年12月公布・施行）
　　・教育の目的及び理念を明示
　　・教育の実施に関する基本について定める
　　・ 教育行政における国と地方公共団体の役割分担、教育振興基本計画を策定等に

ついて規定
　②学校教育法の一部改正（平成19年４月施行）
　　・盲・聾（ろう）・養護学校を障害種別を越えた特別支援学校に一本化
　　・ 特別支援学校においては、在籍児童生徒等の教育を行うほか、小中学校等に在

籍する障害のある児童生徒等の教育について助言援助に努める旨を規定
　　・ 小中学校等においては、学習障害（LD）・注意欠陥多動性障害（ADHD）等を

含む障害のある児童生徒等に対して適切な教育を行うことを規定
　③学校教育法の一部改正（平成19年６月公布）
　　・各学校種の目的及び教育の目標を見直し等
　　・副校長等の新しい職の設置
　　・学校評価と情報提供に関する規定の整備
　④中央教育審議会答申（平成20年１月）（以下「中教審答申」（Ｈ20.１）という）
　　 　「子どもの心身の健康を守り、安全・安心を確保するために学校全体としての
取組を進めるための方策について」

　＜概要＞
　　・養護教諭の専門性を学校全体に生かす環境整備
　　・学校保健活動の中核を担う保健主事の機能の充実
　　・学級担任等による日常的な健康観察の充実
　　・学校保健に関わる教育委員会の指導体制の実現
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　　・学校と家庭・地域社会との連携による学校保健活動の実現　等
　　 　学校保健関係者の役割の明確化及び校内外の組織体制づくりの二点に絞られて
審議が行われた。養護教諭については、次の役割が求められた。

　　・学校保健活動の中核的な役割
　　・校内及び地域の関係機関等との連携におけるコーディネーターの役割
　　・いじめや児童虐待等の早期発見・早期対応
　　・保健教育に果たす役割
　　・ 学校保健活動のセンター的役割を果たしている保健室経営の充実（保健室経営

計画の作成）
　　・学級担任等をはじめとする学校保健関係者との連携　等
　⑤学校保健法の一部改正（平成21年４月施行）
　＜概要＞
　　・学校保健安全法と改称
　　・ 養護教諭を中心として関係教職員等と連携した組織的な健康相談、保健指導、

健康観察の充実
　　・地域の医療機関等との連携による児童生徒等の保健管理の充実
　　・学校の環境衛生水準を確保するための全国的な基準の法制化
　　・ 子供の安全を脅かす事件・事故及び自然災害に対応した総合的な学校安全計画

の策定による学校安全の充実
　　・各学校における危険等発生時対処要領の策定による的確な対応の確保
　　・警察等関係機関、地域のボランティア等との連携による的確な対応の確保
　⑥学習指導要領の改訂（小・中学校平成20年、高等学校・特別支援学校平成21年）
　　・教育基本法改正等で明確になった教育の理念を踏まえて教育内容を見直す
　　・学力の重要な三つの要素を育成
　　　基本的な知識・技能を身に付けさせる
　　　知識・技能を活用し、自ら考え、判断し、表現する力を育む
　　　学習に取り組む意欲を養う
　　・道徳教育や体育などの充実により、豊かな心や健やかな体を育成
　⑦学校保健安全法施行規則の一部改正（平成24年４月施行）
　　・ 結核の有無の検査方法の技術的基準の改正（教育委員会に設置した結核対策委

員会からの意見を聞かずに精密検査を行うことができる）
　　・ 髄膜炎菌性髄膜炎を第２種感染症に追加、インフルエンザ、百日咳、流行性耳

下腺炎について出席停止期間を改正
　⑧いじめ対策推進法の制定（平成25年６月公布）
　　 　いじめの定義「児童生徒に対して、当該児童生徒が在籍する学校に在籍してい
る当該児童生徒と一定の人的関係にある他の児童生徒が行う心理的又は物理的な
影響を与える行為（インターネットを通じて行われるものを含む）であって、当
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　学校保健活動の推進に当たっては、養護教諭がその中核的な役割を担っており、現代的な心
身の健康課題の解決に向けて、各学校で組織的に取り組んでいるところである。各学校の実態
や特色を踏まえ、児童生徒の健康づくりを効果的に推進するためには、学校保健活動のセンター
的役割を果たしている保健室の経営の充実を図り、校内のみならず保護者や地域、関係機関と
連携して、組織的、効果的に推進していくことが必要であり、そのためには、保健室経営計画
の作成と実践が強く望まれる。
　また、学校評価（自己評価、学校関係者評価、第３者評価）においては、それぞれの役割を
明確にして行うことが求められている。養護教諭においても、保健室経営について計画・実施・
評価・改善（PDCA）の４段階のサイクルを確実に行っていくことが求められる。

⑵　学校経営と保健室経営との関係
①　学校経営の目的
　学校経営については、一般に「学校の教育目的や目標の効果的な達成を目指して、学校の諸
活動を編成・展開し、そのための組織の維持・整備・発展を図る統括作用」（「学校教育辞典」
教育出版）といわれている。このことから、学校経営の目的は、教育課程を適切に編成・実施
し、児童生徒に質の高い教育を保障することにある。
②　校長と学校経営
　学校教育法第37条第４項において、「校長は、校務をつかさどり、所属職員を監督する。」と
示されている。（準用規定：第49条（中学校）、第62条（高等学校））「校務」とは、学校運営上
必要な一切の仕事であり、「校務をつかさどる」とは、具体的には人的管理、物的管理、運営
管理などがある。また、「所属職員の監督」とは、学校のすべての所属職員が、職務上もしく
は身分上課されている義務に違反することがないか、さらに、その行為が目的を達成するのに
適しているかどうかを見て、必要に応じた指導等を行うことである。
　また、校長には学校教育目標を達成するために、学校経営の運営ビジョンを示し、当該年度
の学校運営（学習指導、児童生徒指導、進路指導、保健指導等）の具体的な目標と方策を策定
し、教職員の協働体制を確立し、その結果を評価して公表することが求められている（学校教
育法施行規則第66条準用規定第79条及び104条）。学校経営の当事者は、学校を組織する校長を
はじめ、すべての教職員であり、このすべての教職員が、教育目標の達成を目指して、それぞ

該行為の対象となった児童生徒が心身の苦痛を感じているもの」
　⑨学校保健安全法施行規則の一部改正（平成26年４月公布、平成28年４月施行）
　　・ 児童生徒の健康診断（座高の検査及び寄生虫卵の有無の検査について必須項目

から削除
　　・四肢の状態を必須項目に追加
　　・ 保健調査健康診断を行うための保健調査の実施時期を、小学校入学時及び必要

と認めるときから、小・中・高等学校および高等専門学校においては全学年、
幼稚園及び大学においては必要と認めるときとする。
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れの役割と責任を果たし、学校経営に積極的に参画することが求められる。
③　学校経営と保健室経営　
　教育活動を展開するためには、各学校の実態や特徴を踏まえ、各教職員の役割と責任において、
学校全体を視野に置いた計画書の作成が必要となる。このため、毎年、学習指導計画、児童（生徒）
指導計画、学年・学級経営計画、学校保健計画及び学校安全計画、保健室経営計画など、児童
生徒の実態に即した単年度計画を作成し、実施することによって教育目標の具現化が図られる。
　さらに、評価結果から、学校の現状分析と対策の検討を行うことで、学校組織の活性化、危
機管理、人材育成等、学校経営の改善に役立てることができ、それらが知・徳・体のバランス
のとれた児童・生徒の育成につながっていく。
　保健室は、学校教育法施行規則第１条に「学校には、その学校の目的を実現するために必要
な校地、校舎、校具、運動場、図書館又は図書室、保健室その他の設備を設けなければならな
い。」とあり、設置が義務付けられている。設置に当たっては小学校・中学校・高等学校・特
別支援学校施設設備指針に具体的な指針が示されている。さらに、学校保健安全法第７条では
「学校には、健康診断、健康相談、保健指導、救急処置その他の保健に関する措置を行うため、
保健室を設けるものとする。」と規定されており、保健室の役割を明確に示している。
　すなわち、保健室経営は、児童生徒の健康の保持増進のために学校全体に関わることであり、
教職員の連携が必要となることから、学校経営の観点に立って保健室経営計画を作成・実施し、
児童生徒の心身の健康の保持増進に向けて、ねらいや方策、手立て及び実施状況等を外から見
えやすく、わかりやすくしていくことが、ひいては教職員、保護者、地域住民及び関係機関等
の理解と協力を得られることにつながっていく。
　したがって、校長は、学校経営に保健室経営計画を明確に位置付け、養護教諭が中心となっ
て、計画的・組織的に保健室経営を推進・充実できるようにリーダーシップを発揮していくこ
とが求められる。
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⑶　学校経営方針（例）
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⑷　保健室経営の構造図（例）
図-１

・学校保健目標
・学校保健計画

《保健室経営》
・保健室経営目標

《学校経営》
・学校教育目標
・経営ビジョンの提示
・教育課程の編成

○　養護教諭の主な職務
内容（専門領域）

①　保健管理
②　保健教育
③　健康相談
④　保健室経営
⑤　保健組織活動

○　保健室の機能
学校保健活動のセンター
的機能
①　健康診断
②　健康相談
③　保健指導
④　救急処置
　　（休養を含む）
⑤　発育測定
⑥　保健情報センター
⑦　保健組織活動のセン
ター

①　学校・地域社会の
実態

②　児童生徒の実態
心身の健康課題等

③　保護者・地域社会
のニーズ

○保健室経営計画
保健室経営計画とは、
当該学校の教育目標及
び学校保健目標などを
受け、その具現化を図
るために、保健室の経
営において達成される
べき目標を立て計画
的・組織的に運営する
ために作成される計画
である。

具体的な活動の展開
計画（Plan）・実施（Do）・評価（Check）・改善（Action）

①　関係法規
　・日本国憲法
　・教育基本法
　・学校教育法
　・学校保健安全法
　・学校給食法　等
②　学習指導要領
③　都道府県及び市区
町村教育委員会の
教育方針

④　今日的な課題
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２ 保健室経営計画

⑴　保健室経営計画とは
　中教審答申（H20．1）では、学校保健関係者の役割の明確化、校内外の組織体制づくりの二
点に焦点を当て、具体的な提言がなされた。その中で子供の健康づくりを効果的に推進するた
めに、学校保健活動のセンター的役割を果たしている保健室の経営の充実を図ることが求めら
れた。保健室経営計画については、「保健室経営計画とは、当該学校の教育目標及び学校保健
目標などを受け、その具現化を図るために、保健室の経営において達成されるべき目標を立て、
計画的・組織的に運営するために作成される計画である」と述べている。
　学校教育の基盤となる児童生徒の健康や安全を確保するには、全職員が相互に連携していく
ことが重要である。そのためには、課題解決型の保健室経営計画を立て児童生徒の心身の健康
づくりを効果的に進めていくことが必要である。

⑵　保健室経営計画の必要性
　保健室経営計画の必要性は、次のとおりである。
　① 　学校教育目標や学校保健目標の具現化を図るための保健室経営を、計画的、組織的に進
めることができる。

　② 　児童生徒の健康課題の解決に向けた保健室経営計画（課題解決型）を立てることによっ
て、児童生徒の健康課題を全教職員で共有することができる。

図-2　課題解決型の保健室経営計画マネジメントサイクル

Plan

Check

DoAction

健康課題解決に向けた
保健室経営計画の策定

・状況の確認
・評価（自己評価・他者評価）

・見直しと改善
・次年度の保健室経営計画立案

・校内組織推進体制の
整備と連携

・地域家庭・専門家・
関係機関との連携

２

保
健
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営
計
画
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　③ 　保健室経営計画を教職員や保護者等に周知することによって、理解と協力が得られやす
くなり、効果的な連携ができる。

　④ 　保健室経営計画を立てることによって、養護教諭の職務や役割を教職員等に啓発してい
く機会となる。

　⑤ 　保健室経営計画の自己評価及び他者評価（教職員等）を行うことにより、総合的な評価
ができるとともに課題がより明確になり、次年度の保健室経営に生かすことができる。

　⑥ 　養護教諭が複数配置の場合には、お互いの活動内容の理解を深めることができ、効果的
な連携ができる（計画は一つ）。

　⑦　異動による引き継ぎが、円滑に行われる。等

⑶　養護教諭の職務（役割）と保健室の機能
　①　養護教諭の職務
　　 　養護教諭の職務については、中教審答申（H20．１）において、「養護教諭の職務は、学

校教育法で児童生徒の養護をつかさどると定められており、昭和47年及び平成９年の保健
体育審議会答申において主要な役割が示されている。それらを踏まえて、現在、救急処置、
健康診断、疾病予防などの保健管理、保健教育、健康相談、保健室経営、保健組織活動な
どを行っている。」と述べられており、養護教諭の専門領域における職務内容が５項目に
整理された。

　　 　また、「養護教諭は学校保健活動の推進に当たって中核的な役割を果たしており、現代
的な健康課題の解決に向けて重要な責務を担っている。」と述べられており、その役割が
ますます大きくなっている。これまでの経緯を踏まえて、養護教諭の職務について考察し
たものを表-１に示す。

　②　養護教諭に求められている役割
　　 　中教審答申（H20．１）を踏まえ、学校保健法の一部改正が行われ、養護教諭の役割の
明確化が図られた。主な改正点は、養護教諭を中心とした関係教職員等と連携した組織的
な保健指導・健康相談・健康観察の充実などである。近年の動向を踏まえて養護教諭に求
められている役割を考察すると次のとおりである。

　　１）学校内及び地域の医療機関等との連携を推進する上でコーディネーターの役割
　　２ ）養護教諭を中心として関係教職員等と連携した組織的な健康相談、保健指導、健康観

察の充実
　　３）学校保健センター的役割を果たしている保健室経営の充実（保健室経営計画の作成）
　　４）いじめや児童虐待など子供の心身の健康問題の早期発見、早期対応
　　５ ）学級（ホームルーム）活動における保健指導をはじめ、TTや兼職発令による保健学

習などへの積極的な授業参画
　　６）健康・安全に関わる危機管理への対応
　　　救急処置、心のケア、アレルギー疾患、感染症等
　◎保健主事を兼務している養護教諭
　　１）学校保健と学校全体の活動に関する調整
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　　２）総合的な学校保健計画の作成
　　３）学校保健委員会（地域学校保健委員会）の活性化
　　４）校内保健組織を核とした組織的な運営と活動
　　５）学校保健活動の評価（PDCA）等
　③　保健室の機能
　　 　保健室の機能は、中教審答申（Ｈ20．１）に示されているように、学校保健活動のセンター
的機能として統括することができる。「場」としての機能として整理すると、学校保健安
全法第９条（保健室）に示されている「健康診断」「健康相談」「保健指導」「救急処置」
に加え、「発育測定」「保健情報センター」「保健組織活動のセンター」などの機能がある。

　　 　養護教諭は、保健室経営をするに当たり職務や役割、保健室の機能を十分考慮した上で、
保健室経営計画（課題解決型）を立て、組織的に運営していくことが重要である（図-１
保健室経営の構造図（例）参照）。

表-１　養護教諭の専門領域における主な職務内容

⑴保健管理 ①心身の健康管理
　○救急処置　
　　◇救急体制の整備と周知　◇救急処置及び緊急時の対応　　
　○健康診断　
　　◇計画、実施、事後措置、評価、改善　
　○個人及び集団の健康問題の把握　
　　◇健康観察（欠席、早退の把握を含む）　◇保健情報の収集及び分析
　　◇保健室利用状況の分析・評価　
　○疾病の予防と管理
　　◇ 感染症・食中毒の予防と発生時の対応　◇疾病及び障害のある児

童生徒の管理
　　◇経過観察を必要とする児童生徒の管理

②学校環境の管理
　○学校環境衛生　
　　◇学校環境衛生の日常的な点検への参画と実施
　　◇学校環境衛生検査（定期検査・臨時検査）への参画　
　○校舎内・校舎外の安全点検　
　　◇施設設備の安全点検への参画　

⑵保健教育 ①保健指導
　○個別指導（グループ指導を含む）
　○特別活動における保健指導への参画　
　　◇学級（ホームルーム）活動　◇学校行事　◇児童生徒会活動
②保健学習
　○ 体育科、保健体育科におけるティーム・ティーチングによる保健学
習への参画

　○「総合的な学習の時間」における保健学習への参画
　○道徳の授業への参画　
③啓発活動　
　　◇ 児童生徒、教職員、保護者、地域住民及び関係機関等への啓発活

動

２
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⑶健康相談 ①心身の健康課題への対応
　　◇健康相談の実施　◇心身の健康課題の早期発見、早期対応
　　◇支援計画の作成・実施・評価・改善　
　　◇いじめ、虐待、事件事故・災害時等における心のケア　
②児童生徒の支援に当たっての関係者との連携　
　　◇教職員、保護者及び校内組織との連携
　　◇学校医、学校歯科医、学校薬剤師等の専門家との連携　
　　◇地域の医療機関等との連携　

⑷保健室経営 ① 保健室経営計画の作成・実施・評価・改善
②保健室経営計画の教職員、保護者等への周知
③保健室の設備備品の管理　
④諸帳簿等保健情報の管理

⑸保健組織活動 ①職員保健委員会への企画・運営への参画
②PTA保健委員会活動への参画と連携
③児童生徒保健委員会の指導
④学校保健委員会、地域学校保健委員会等の企画・運営への参画
⑤地域社会（地域の関係機関、大学等）との連携

⑹その他 ①学校保健計画策定及び学校安全計画の策定への参画
②学校保健に関わる研究
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３ 保健室経営計画の作成

⑴　学校保健計画と保健室経営計画　
　学校保健計画は、学校保健活動の年間を見通した総合的な基本計画である。学校保健の成果
を上げるためには、保健教育と保健管理に加え、全ての教職員が役割を分担し、家庭や地域の
関係者と連携して組織的に活動を推進することが必要となることから、学校保健目標を達成す
るために、「保健教育」「保健管理」「組織活動」の３領域について、毎年度、具体的な計画と
して作成されるものである。
　一方、保健室経営計画は当該学校の教育目標および学校保健目標などを受け、その具現化を
図るために、保健室の経営において達成されるべき目標を立て、計画的・組織的に運営するた
めに作成される計画である。学校保健計画は全教職員が取り組む総合的な基本計画であるのに
対し、保健室経営計画は、学校保健計画を踏まえた上で、養護教諭が中心となって取り組む計
画である。

⑵　学級経営計画と保健室経営計画の違い
　学級経営計画は、教育目標の実現を目指し、学級を単位として学級担任が児童生徒一人一人
の能力を十分発揮できる「よりよい学級づくり」を行うことを目的とした計画である。学級は、
一人一人の児童生徒が教師や友達との「出会い」「ふれあい」「学び合い」を通して成長してい
く場であり、そのような場づくりが学級経営のねらいとなる。
　保健室経営計画は、全校にかかわる経営計画として、教職員に周知を図り連携していくこと
が望まれている。また、「保健室経営」は、養護教諭の重要な職務であり、学校全体に関わり
学校・家庭・地域の連携のもと推進していく必要があることから、学校経営の観点に立って取
り組むことが必要である。
　なお、保健室経営計画の主な内容例を挙げると次のとおりである。

学校保健計画 保健室経営計画

推
進
者

全教職員
＊役割分担して組織的に活動を推進

養護教諭が中心

特　
　

徴

・ 学校保健活動の年間を見通して、「保
健教育」「保健管理」「組織活動」の
３領域について立てる総合的な基本
計画
・単年度計画
・ 学校経営の評価に位置付け、評価を
実施

・ 教育目標等を踏まえた上で、保健室経営の
目標に対して、計画的、組織的に運営する
ための計画

・ 養護教諭の職務（役割）と保健室の機能を
踏まえた計画

・単年度計画
・保健室経営目標に対する評価を実施

３
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　次の基本的事項については、毎年大きく変化するものではなく、必要時適宜見直しが図られ
ることから、これらについては保健室経営計画とは別立てとし、ファイルを作成するなどして
年度当初に職員等に配布し、説明や指導する機会を設けて周知・共通理解を図っておくことが
必要である。

①保健室利用方法
②健康観察の方法
③救急体制・日本スポーツ振興センターの手続き方法
④感染症発生時の対応・出席停止措置

①学校教育目標
②学校経営方針（健康・安全に関わるもの）
③児童生徒の心身の健康課題
④学校保健目標・今年度の重点目標
⑤保健室経営目標
⑥目標を達成するための具体的な方策
　（保健管理・保健教育・健康相談・保健室経営・保健組織活動）
⑦評価計画（自己評価・他者評価）
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⑶　保健室経営計画の作成手順（様式例と作成のポイント）

平成○○年度　○○学校　保健室経営計画

学校教育目標
養護教諭　○○○○

※学校の教育目標を記載する。

※学校の経営方針の中から保健安全にかかわる部分を記載する。
学校経営方針（保健安全に関わるもののみ）

学校保健目標
※学校保健目標を記載する。（長期的目標）

重点目標
※学校保健目標における年度の重点目標を
記載する。（短期的目標）

児童生徒の主な健康課題
※児童生徒の健康課題について記載する。

【Point】
＊教育目標の達成に向けて学校保健の分野ではどのよう
な力を児童生徒に身に付けさせるのかを記載する。 

【Point】
＊その年度に優先的に取り組むものを最
重点課題と考え、重点目標を一つから
二つくらいにしぼる。

【Point】
＊児童生徒の実態をとらえ、データ（数
値等）を取り入れながら児童生徒の実
態が具体的にわかるように記載する。

＊推測や指導観などは入れず、事実を記
載する。

【Point】
＊学校がどのような児童生徒の姿を目指
しているのか、学校経営・運営ビジョ
ン等を受ける。

◇学校保健計画の重点目標との整合性を
図る。

◇教育目標、学校経営方針を受け、児童生徒の健康課題解決に向けて達成しなければな
らない目標を立てる。 

◇学校保健目標を達成するために、児童
生徒の課題の解決に向けて、その年度
において重点的に取り組む事項につい
て目標を立てる。

〈課題をつかむための情報（例）〉
・学校生活における日常的な健康観察の
結果

・定期健康診断の結果
・保健室の利用状況の分析（傷病の処置
記録簿や保健日誌等）

・各種の調査結果等（保健調査・保健統
計・体力テスト等）

・健康相談・保健指導の記録　　等

３
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＊ 評価に関しては、計画段階では記載がないため簡略化しているが、実際は評価用に別立てで
評価シートを作成するなどして実施することが望ましい。

保 健 室
経営目標

保健室経営目標達成のための
具体的な方策

（※…評価の観点）

自己評価 他　者　評　価

度
達
到

／
由
理

に
後
今

て
け
向 い　

つ ら
か
れ
だ 方　

法 度
達
到

・
見
意

等
言
助

保健室経営目標に対する総合評価 １　２　３　４

〈総評と次年度への課題〉

【Point】
＊前年度の評価の結果や
保護者、学校医、ス
クールカウンセラー等
関係者からの意見や助
言、アンケート結果な
どを踏まえて、計画に
反映させる。 

【Point】
＊「○○をして～の充実
を図る」の表記を用い
ると分かりやすい。
＊どのような手立てで取
り組むのかを大枠でと
らえ目標に入れ込む。
＊個人の目標ではないの
で「～に努める」の表
現は使わない。

＊重点目標と関連を図っ
た保健室経営の達成目
標を立てて記載する。 

［作成に当たっての留意点］
◇主な健康課題の中で、
より緊急度やニーズの
高い課題を優先する。
◇今年度重点的に取り組
むものを記載する。
　（目標としてあげてい
る事項だけを実施する
という意味ではない。）

＊保健室経営の目標達成のた
めにその年度、重点的に取
り組む具体的な手立てを記
載する。
＊実施後、自己評価・他者評
価をする際の指標となるよ
う、評価の観点を記載する。

［作成に当たっての留意点］
◇保健室の機能を十分考慮す
る。
◇各目標に対し、養護教諭と
しての取組事項を記載する。
◇「保健管理・保健教育・健康
相談・保健室経営・保健組
織活動」の枠組みに沿って
整理するとわかりやすい。
（５項目全てを書き込むと
いう意味ではない。）
◇保健室経営計画は、短年度
の計画である。１年間に実
施できる範囲で、何を行う
かが分かるように具体的に
記入する。
◇養護教諭の役割や、教職員
及び関係者との連携におけ
る評価の観点を明確にして
おく。

＊保健室経営の目標や方策
について振り返り、今後
（次年度）の課題を明ら
かにするために、どのよ
うな観点・指標で、誰
が、いつ、どのように評
価するかを記載する。

［作成に当たっての留意点］
◇保健室経営の目標に対す
る達成の状況について
「経過評価」及び「結
果・成果評価」を行う。

◇客観的なデータによる評
価も取り入れる。

◇自己評価だけでなく、他
者評価（保健主事・教職
員・児童生徒等）も取り
入れる。

【Point】
＊養護教諭が行う自己評価と、関係者による他者
評価を総合し、１年間の実践の総評を文章表記
し次年度の計画立案に生かす。

【Point】
＊各方策の到達度を総合した評
価を記入する欄を設ける。
　（到達度と同様に４件法）

【Point】≪評価の観点について≫
＊「目標の裏返しが評価の観点」
であることを念頭に置き設定す
る。 
○具体的な方策を実施できたか 
○実践の中でねらいを達成でき
たか。

＊評価の観点は一つから三つくら
いまでとする。

【Point】
＊到達度
　「よくできた」「ほぼできた」
「あまりできなかった」「まっ
たくできなかった」の４件法
で評価する。

＊いつ
　評価の時期を具体的に明記す
る。〈例〉「実施後」「学期末」
「年度末」等
＊だれから
　だれが評価をするのかを明記
する。
　〈例〉「児童生徒」「教職員」
「学級担任」「保護者」「学校
保健委員会参加者」等

＊方法
　どのような方法で評価をする
のか明記する。
　〈例〉「ワークシート」「アン
ケート」「聞き取り」「評価シー
ト」等 
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⑷　保健室経営計画の評価方法
①　自己評価と他者評価
　保健室経営計画に基づいて適切に評価を行うことは、保健室経営の改善、発展の鍵となる。
保健室経営計画の評価は、養護教諭による自己評価と教職員等による他者評価の両方で捉える
ことが重要である。

評価の観点は、以下のとおりである。
＜評価の観点＞
　　○計画は適切であったか。　　　　　　　○計画に基づいて遂行できたか。
　　○昨年度の評価結果が生かされたか。　　○目標が達成できたか。
　　○教職員の役割分担は適切であったか。　○教職員の共通理解と協力が得られたか。
　　○保護者の理解と協力が得られたか。　　○学校医等の理解と協力が得られたか。
　　○地域の関係機関の理解と協力が得られたか。等
　自己評価と他者評価の観点は同様とする。あらかじめ評価の観点を示すことによって、自己
評価及び他者評価が実施しやすくなる。
②　経過評価と結果・成果評価　
　経過評価とは、目標達成の方策の実現状況を実施の途中の段階で見取っていくことで、児童
生徒や教職員、保護者等の意見や面接、アンケートなどを方策の各段階で計画的に行い、問題
があれば調整を行い、計画の修正に利用する。こちらは、実施の途中でできるものと、できな

自己評価
　・養護教諭の取組を対象として実施
　＊ 評価は、養護教諭自身が保健室経営をふり返り、改善し、次年度の保健室経営に
生かすための評価である。

　・ 評価規準は、総合的に「よくできた」「ほぼできた」「あまりできなかった」「まっ
たくできなかった」の４件法で評価する。

　・「なぜそうなったのか／今後に向けて等」についても具体的に記載する。
　＊ ここで４件法を用いたのは、どちらでもないという中間的な評価をなくし、実質
的な運用面の妥当性を重んじたものである。

他者評価
　・ 目標に対する達成の状況について、聞き取りやアンケートで学級担任等の関係職
員、保護者等の意見を聞いたり、児童生徒のふり返りカードから読み取ったりし
て、客観的なデータ等で評価する。

　・ 聞き取り、アンケート、児童生徒のふり返りカード等を作成するにあたっては、
評価の観点や指標を明らかにしておく。

　＊学校評価の学校保健の全体評価と、保健室経営の評価をそれぞれ行う。

３

保
健
室
経
営
計
画
の
作
成
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いものがある。
　一方、結果・成果評価とは、目標に対する達成の状況について評価することで、最終的な評
価ということになる。目標達成のための具体的な方策の事後の結果やアンケート調査、観察法、
インタビュー、数値等の客観的なデータなどで評価する。評価をする時に、どのような視点や
指標で、だれが、いつ、どのように評価するかについて明確にしておく必要がある。
③　総合評価
　総合評価とは、具体的な方策の到達度の平均を各保健室経営目標ごとに算出し、その値を目
標の総合評価とする。
　保健室経営計画は、単年度計画としていることから計画の実施による児童生徒の変容等を把
握できるものもあるが、できないものもあることを周知することが必要である。
　総合評価を行い、次年度への課題を明確にし、教職員へフィードバックしていくことが重要
である。
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４ 保健室経営計画及び評価計画（例）

⑴　小学校（例１）（評価例含む）

平成○○年度　○○小学校　保健室経営計画
学校教育目標

養護教諭　○○○○

学びを楽しみ　ふるさとを愛し　たくましく生きる
【重点目標】　『できた！わかった！があふれる学校』

学校経営方針（保健安全に関わるもののみ）
・児童一人一人の実態や発達段階に応じた体力つくりと明るく健康的な生活を営む態度の育成を目指すため、身体計測や新体
力テスト、生活習慣調査などを生かした指導計画を作成し、指導法の工夫に努める。

・自己の体力・体格・健康についての関心を高め、朝の時間や業間での自由運動・遊びを通し、心と体の健康の保持増進が図
られるようにする。さらに、日常の生活指導、安全指導、安全管理の強化を図り、学校事故絶無を期する。

重点目標
⑴食事、睡眠、運動に関する指導の充実を図る。
⑵心的ストレス等に関する配慮が必要な児童を把握し、連携
して支援の充実を図る。

学校保健目標
健康安全で明るい日常生活を営むための基本的な生活習慣を養い、心身の調和的発達を図る。

児童生徒の主な健康課題
・原発事故の影響による生活環境の変化や屋外での活動が減
り、体力が低下している。
・肥満傾向児童（肥満度20％以上）が全体の14.3％いる。
・バスでの通学時間が長く（片道約１時間）、疲労が蓄積し
やすい。
・環境の変化により生活習慣の乱れが見られるとともに、心
理的ストレスが、身体症状となって現れ来室する児童もい
る。

到達度：１よくできた　２ほぼできた　３あまりできなかった　４まったくできなかった

保
健
室

経
営
目
標

保健室経営目標達成のための
具体的な方策
（※評価の観点）

自己評価 他　者　評　価

到
達
度

理
由
／

今
後
に

向
け
て

い　

つ

だ
れ
か
ら

方　

法

到
達
度

意
見
・

助
言
等

１　

 
生
活
の
調
査
や
保
健
教
育
を
担
任
等
と
連
携
し
て
実
施
し
、
生
活
習
慣
改
善
の
た
め

の
指
導
の
充
実
を
図
る
。

A）保健教育（保健学習・保健指導）において、
　　 担任等と事前打合せを行い、児童や地域の
実態に即したTT等による指導を実施する。

　　３年体育科（毎日の生活と健康）
　　 ３年学活（おやつのとり方を考えよう）
　　４年学活（生活習慣について）
　　６年体育科（病気の予防）

１
２
３
４

・ 事前に打合せを
し、指導者の役
割についても明確
にしていたためス
ムーズに進めるこ
とができた。
・ TTによる授業を
指導案作成の段
階から関わり実践
することができた。

実
施
後

教
職
員
・
児
童

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

聞
き
取
り

１
２
３
４

・ 専門性を発
揮していた
だき、TTに
よる効果的
な授業がで
きた。

※ 担任等と事前打合せのもとに、TT等による
指導を実施できたか。

※生活習慣の改善ができたか。
B ） 毎週１回、生活のチェック（早寝・早起き・
朝ごはん等）を行い、個別の課題を把握し、
指導に生かす。 １

２
３
４

・ 課題を共有し、
連携して個別指
導を行うことが
できた。

毎
週
・
年
度
末

学
級
担
任

チ
ェ
ッ
ク
カ
ー
ド

聞
き
取
り

１
２
３
４

・ 保健学習の
授業に生活
チェックの結
果を生かすこ
とができた。
・ 個別指導は、
時間が取れ
ず十分でき
なかった。

※ 年間を通して週１回実施できたか。
※ 調査結果を保健学習及び保健指導（集団・個
別）に生かすことができたか。 ※資料１

C） 健康診断、日常の健康観察、生活のチェッ
ク等の結果を家庭に知らせ健康相談を実施
するなどして、家庭と連携できるよう継続
的に働きかける。

１
２
３
４

・ 継続して働きか
けることはでき
たものの、生活
の改善まではつ
なげることがで
きなかった。

年
度
末

教
職
員

聞
き
取
り

１
２
３
４

 ・ 生活調査の
結果を、家
庭訪問や個
別懇談会等
で生かすこ
とができた。※ 健康診断、生活チエック等の結果を家庭に知

らせることができたか。
※ 家庭に継続的に働きかけ、連携して生活習慣
の改善ができたか。
保健室経営目標１に対する総合評価 １　　２　　３　　４

４

保
健
室
経
営
計
画
及
び
評
価
計
画（
例
）
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保
健
室

経
営
目
標

保健室経営目標達成のための
具体的な方策
（※評価の観点）

自己評価 他者評価
到
達
度

理
由
／

今
後
に

向
け
て

い　

つ

だ
れ
か
ら

方　

法

到
達
度

意
見
・

助
言
等

２　

 

保
健
室
利
用
者
の
分
析
や
調
査
を
行
い
、
心
の
健
康
問
題
を
早
期
発
見
す
る

と
と
も
に
、
校
内
組
織
等
と
連
携
を
密
に
し
て
支
援
の
充
実
を
図
る
。

Ａ） 「すくすくカード（心と体の調査）」を学期
１回実施し、親子で心と体の健康を振り返
ることができるようにする。 １

２
３
４

・ 毎学期末に実施で
きたが、保護者の
意識が高まらず、
子供任せにしてい
る家庭も多かった。

学
期
末

学
級
担
任

聞
き
取
り

カ
ー
ド

１
２
３
４

・ 「すくすくカー
ドの」調査は、
保護者に記入
はしてもらう
が親子一緒に
ふり返ってい
る家庭は少な
い。

※ 「すくすくカード」の調査を学期１回実施でき
たか。

※ 親子で心と体の健康を振り返る機会となり、
保護者の協力が得られたか。
 ※　資料２
Ｂ） 「すくすくカード」でチェックの多い児童
を把握し、担任及びスクールカウンセラー
と情報を共有し、問題の背景を的確に捉え
て支援につなげる。

１
２
３
４

・ 担任及びカウンセ
ラーと連携し、早
期発見から支援に
つなぐことができ
た。

学
期
末

学
級
担
任

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

聞
き
取
り

カ
ー
ド

１
２
３
４

・ 打 合せやス
クールカウン
セラーのコン
サルテーショ
ン等で情報を
共有しながら
支援できた。

※ 「すくすくカード」の調査で心身の健康問題
のある児童を早期に把握できたか。

※ 担任及びカウンセラーと情報を共有し、問題の背景
を的確に捉え支援につなぐことができたか。
Ｃ） 特に保健室来室が多い児童や欠席しがちな
児童には、情報収集・分析を行い、問題の
背景や要因を的確に把握する。

１
２
３
４

・ 保健室で把握し
た情報や学校生
活での情報など
を担任や関係職
員と共有できた。

学
期
末

学
級
担
任

保
健
部

聞
き
取
り

１
２
３
４

・ 養護教諭と
情報を共有
することに
より、早期
に問題把握
ができた。

※ 保健室利用の分析や情報収集・共有により、
早期に問題の背景や要因を的確に把握するこ
とができたか。

Ｄ） 校内組織（担任・管理職含む）と定期的に
会議をもち情報を共有して、組織的に対応
できるようにする。

１
２
３
４

・ 定期会に会議が開
催され、臨時ケース
会も行われ、役割
分担の下で、組織
的に対応できた。

年
度
末

教
職
員

聞
き
取
り

１
２
３
４

・ 会議の中で
の、情報交換
や意見を生か
し、組織的に
対応できた。

※ 校内組織会議が定期的に開催され、情報を共
有して、組織的に対応することができたか。
保健室経営目標２に対する総合評価 1　　２　　３　　４

〈総評と次年度への課題〉
　 　教職員やカウンセラーなど関係者との連携は十分図れたが、課題解決への保護者の意識の高まりや生活の改善
については不十分であっため、次年度は家庭と連携するための手立ての工夫が必要である。
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４

保
健
室
経
営
計
画
及
び
評
価
計
画（
例
）
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到達度：１よくできた　２ほぼできた　３あまりできなかった　４全くできなかった

保
健
室

経
営
目
標

保健室経営目標達成のための　
具体的な方策
（※評価の観点）

自己評価 他者評価
到
達
度

理
由
／

今
後
に

向
け
て

い　

つ

だ
れ
か
ら

方　

法

到
達
度

意
見
・

助
言
等

１　

 
む
し
歯
治
療
勧
告
の
強
化
や
Ｔ
Ｔ
に
よ
る
歯
科
保
健

指
導
等
に
よ
り
、
歯
・
口
の
健
康
づ
く
り
の
充
実
を

図
る
。

Ａ） むし歯の治療勧告を毎学期行うととも
に、個別の保健指導を行い、すすんで
治療が受けられるようにする。　　

１
２
３
４

年
度
末

教
職
員

聞
き
取
り

１
２
３
４

※ むし歯の治療勧告を毎学期行うことがで
きたか。

Ｂ） 長期休業中は、歯みがきカレンダーを
活用することにより、歯みがきの習慣
を身に付けられるようにする。

１
２
３
４

休
業
終
了
後

保
護
者

児
童

カ
レ
ン
ダ
ー

１
２
３
４

※ 歯みがきカレンダーを活用し、歯みがき
の習慣を身に付けることができたか。
Ｃ） TTによる保健指導（特別活動）等に

おいて、歯・口の健康づくりの指導を
計画的に行う。

１
２
３
４

実
施
後
・
年
度
末

児
童

教
職
員

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

聞
き
取
り

１
２
３
４

※ TTの保健指導（特別活動）等により、歯・
口の健康づくりの指導を計画的に行うこ
とができたか。

保健室経営目標１に対する総合評価 １　　２　　３　　４

小学校（例２）
平成○○年度　○○○小学校　保健室経営計画

学校教育目標
養護教諭　○○○○

◇よく考え本気になって勉強する子　　◇健康で粘り強くやりぬく子
◇礼儀正しく思いやりのある子

学校経営方針（保健安全に関わるもののみ）
○児童一人一人の良さを見いだし、明るく活気のある生活ができる学校を目指す
・生命尊重と安全教育の徹底　　　・生涯学習の理念にたった健康と体力つくり
・「心のケア」の充実とその対応 ・「食育（食に関する指導）」の充実

学校保健目標
生涯にわたり健康で安全な生活ができるように、必要な知識と習慣を身に付け、心身ともに健康で
よりよく生きようとする子供を育てる。

重点目標
○歯・口の健康づくりの充実を図る。
○基本的な生活習慣の確立を目指すとともに、
発育に関する指導の充実を図る。

児童生徒の主な健康課題
・基本的な生活習慣が身に付いていない児童が
見られる。（朝食摂取率は95％であるが、栄
養のバランスを考えた内容ではない児童が多
い。）
・歯科検診の結果、むし歯罹患率が高く
（47.6％）、治療率（56.4％）も低い。
・肥満傾向児童が10％。痩身傾向児童も少なか
らずみられた。
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保
健
室

経
営
目
標

保健室経営目標達成のための
具体的な方策
（※評価の観点）

自己評価 他者評価
到
達
度

理
由
／

今
後
に

向
け
て

い　

つ

だ
れ
か
ら

方　

法

到
達
度

意
見
・

助
言
等

２　

 

生
活
の
調
査
や
個
別
の
保
健
指
導
を
実
施
す
る
な
ど
し
て
、
肥
満
傾
向
等
の
生
活
習
慣

に
関
す
る
指
導
の
充
実
を
図
る
。

A） 身体計測の結果から、肥満等実態を把
握し、結果を教職員や保護者に周知する。 １

２
３
４

学
期
末

教
職
員

聞
き
取
り

１
２
３
４

※ 身体計測の結果から、肥満等の実態を把
握することができたか。
※ 結果を教職員や保護者に周知することが
できたか。

Ｂ） 週１回、生活チェックカードを活用し、
課題を把握するとともに、個別の保健
指導を実施する。

１
２
３
４

毎
週
・
年
度
末

学
級
担
任

チ
ェ
ッ
ク
カ
ー
ド

聞
き
取
り

１
２
３
４

※ 週１回生活チエックカードを活用し、個
別の課題を把握することができたか。
※ 個別の保健指導を実施することができた
か。

Ｃ） 長期休業前の学年集会で、生活カレン
ダー活用方法の説明や啓発資料を配布
し、食生活や運動に関する保健指導を
実施する。

１
２
３
４

長
期
休
業
後
・
年
度
末

学
級
担
任

保
健
部　

カ
レ
ン
ダ
ー

聞
き
取
り

１
２
３
４※ 学年集会で保健指導を実施することがで

きたか。

Ｄ） 生活習慣に関する学校の取組について、
保護者会や保健だより等を通じて、家
庭に情報を発信する。

１
２
３
４

年
度
末

教
職
員

聞
き
取
り

１
２
３
４

※ 保護者会や保健だより等を通じて、家庭
に情報を発信することができたか。

保健室経営目標２に対する総合評価 １　　２　　３　　４

〈総評と次年度への課題〉

４

保
健
室
経
営
計
画
及
び
評
価
計
画（
例
）
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到達度：１よくできた　２ほぼできた　３あまりできなかった　４全くできなかった

保
健
室

経
営
目
標

保健室経営目標達成のための
具体的な方策
（※評価の観点）

自己評価 他者評価
到
達
度

理
由
／

今
後
に

向
け
て

い　

つ

だ
れ
か
ら

方　

法

到
達
度

意
見
・

助
言
等

１　

 「
け
が
マ
ッ
プ
」
の
作
成
や
児
童
委
員
会
の
活
動
な
ど
に
よ
り
、
け
が
の
防
止
に

向
け
た
指
導
の
充
実
を
図
る
。

Ａ） 「けがマップ」を作成し，けがの多い
場所を知らせ、啓発する。　 １ 

２ 

３ 

４

実
施
後

児
童

教
職
員

聞
き
取
り

１ 

２ 

３ 

４
※ 「けがマップ」を作成し，けがの多い場所
を職員や児童に周知することができたか。
※ けがの予防について啓発することができ
たか。

Ｂ） 日常の校内巡視により、危険個所を早
期発見する。

１ 

２ 

３ 

４

学
期
末

関
係
職
員

聞
き
取
り

１ 

２ 

３ 

４※危険個所を早期発見することができたか。

Ｃ） 児童委員会で「けがの予防」をテーマ
に取組、研究成果を全校集会で発表で
きるように指導する。

１ 

２ 

３ 

４

発
表
終
了
後

教
職
員

聞
き
取
り

１ 

２ 

３ 

４
※ 全校集会で研究発表できるよう児童委員
会を指導することができたか。

Ｄ） 保健室での救急処置の機会に、担任と
養護教諭が連携して再発防止のために
個別指導を行う。

１ 

２ 

３ 

４

指
導
後

児
童

聞
き
取
り

１ 

２ 

３ 

４
※ 担任と連携して、再発防止のための個別
指導を行うことができたか。

保健室経営目標１に対する総合評価 １　　２　　３　　４

小学校（例３）
平成○○年度　○○○小学校　保健室経営計画

学校教育目標
養護教諭　○○○○

心豊かな子　健康でたくましい子　自ら学び続ける子

学校経営方針（保健安全に関わるもののみ）
・児童の健康の保持増進と体力の向上を図る健康教育
・望ましい集団活動の推進と豊かな人間性や社会性
の育成

・家庭と連携して進める望ましい生活習慣の
確立
・安全教育の充実と安全管理の徹底

学校保健目標
健康の大切さを認識し、自ら健康で安全な生活を送ることができる子供を育てる。

重点目標
○けがの防止に向けた指導の充実を図る。
○児童の心身の健康問題を早期に発見し、配慮
を必要とする児童への組織的な対応の充実を
図る。

児童生徒の主な健康課題
・保健室来室数は一日平均20人で、その65％が
けがによるものである。
・学校管理下のけがで医療機関を受診した児童
は、前年度より10％増加している。
・心疾患、腎疾患、てんかん、食物アレルギー
等により学校における配慮や管理を必要とす
る児童が５名いる。
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保
健
室

経
営
目
標

保健室経営目標達成のための
具体的な方策

（※…評価の観点）

自己評価 他者評価
到
達
度

理
由
／

今
後
に

向
け
て

い　

つ

だ
れ
か
ら

方　

法

到
達
度

意
見
・

助
言
等

２　

 

学
校
生
活
管
理
指
導
表
や
ケ
ー
ス
会
議
の
開
催
等
に
よ
り
、
配
慮
が
必
要

な
児
童
へ
の
組
織
的
な
対
応
の
充
実
を
図
る
。

Ａ） 学校生活において配慮や管理が必要な
児童に対して、学校生活管理指導表に
基づいた対応を行う。

１
２
３
４

学
期
末

学
級
担
任

カ
ー
ド

聞
き
取
り

１
２
３
４※ 学校生活管理指導表に基づいた対応がで

きたか。

Ｂ） 学校生活において配慮が必要な児童一
覧を全教職員に配布し、共通理解のも
と対応の徹底を図る。

１
２
３
４

学
期
末

教
職
員

聞
き
取
り

１
２
３
４

※ 学校生活において配慮が必要な児童一覧
を全職員に配布し、共通理解のもとに対
応することができたか。

Ｃ） 学校生活において配慮が必要な児童に
対して、ケース会議を定期的に開催し、
対応方針や役割分担を明確にして組織
的に対応する。

１
２
３
４

学
期
末

学
級
担
任

保
健
部　

聞
き
取
り

１
２
３
４

※ ケース会議を定期的に開催することがで
きたか。

※ 対応方針や役割分担を明確にして、組織
的に対応することができたか。

保健室経営目標２に対する総合評価 １　　２　　３　　４

〈総評と次年度への課題〉

４

保
健
室
経
営
計
画
及
び
評
価
計
画（
例
）
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到達度：１よくできた　２ほぼできた　３あまりできなかった　４全くできなかった

保
健
室

経
営
目
標

保健室経営目標達成のための
具体的な方策
（※評価の観点）

自己評価 他　者　評　価
到
達
度

理
由
／

今
後
に

向
け
て

い　

つ

だ
れ
か
ら

方　

法

到
達
度

意
見
・

助
言
等

１　

 

地
域
合
同
学
校
保
健
委
員
会
や
集
会
活
動
を
計
画
的
に
行
い
、
生
活
リ
ズ
ム
の
改
善
に
向
け
た

指
導
の
充
実
を
図
る
。

A） 生徒の実態を把握するために、生活習
慣に関するアンケート調査を地域の
小学校と連携して実施し、児童生徒の
実態を把握し課題を明らかにする。

１
２
３
４

小中合同の準
備会を重ね、
内容を検討し
て実施、課題
の把握に役立
てた。

年
度
末

教
職
員

聞
き
取
り

１
２
３
４

地域の課題を把
握できてよかっ
た。今後も継続し
て調査を行える
とよい。

※ 小学校と連携しアンケートを実施できた
か。
※実態を把握し、課題を明らかにできたか。

B） 地域合同学校保健委員会を開催し、児
童生徒の実態及び課題を共有し、生活
リズムの改善について協議する。

１
２
３
４

各校の実態を
もとにグルー
プ協議を行
い、具体的な
対策を話し合
うことができ
た。

委
員
会
終
了
後

教
職
員
・
生
徒
・
学
校

保
健
委
員
会
委
員

聞
き
取
り
・
ア
ン
ケ
ー
ト

感
想
用
紙

１
２
３
４

グループで協議
し、有意義な話し
合いができ、地域
が協力して取り
組む必要性を確
認できた。

※ 地域合同学校保健委員会を開催できた
か。
※ 実態及び課題を共有し、生活リズム改
善について協議できたか。 ※資料１
C） 地域合同学校保健委員会の内容を生徒
保健委員が生徒集会で発表し、全校生
徒に対して生活リズムの改善を働き
かける。

１
２
３
４

内容を全校生
徒に周知でき
たが、協議し
た具体策を実
践する時間が
とれなかった。

活
動
終
了
後

教
職
員
・
生
徒

聞
き
取
り

１
２
３
４

生徒保健委員が自
主的に取り組んで
いた。今後、生徒
会と連携した活動
につながるとよい。

※ 生徒集会で発表し、生活リズムの改善
を全校生徒に働きかけることができた
か。
D） 入学説明会や保健だよりを通して保
護者に生徒の実態や生活リズムの改
善の必要性を伝え、家庭の協力を得
られるよう働きかける。

１
２
３
４

具体的なデー
タや事例の提
示に心がけ
た。保護者の
感想を聞く場
面がなかった

活
動
終
了
後
・
年
度
末

教
職
員
・
保
護
者

聞
き
取
り

学
校
評
価

１
２
３
４

保護者がどのよ
うに協力してい
るのか分かる手
立てがあるとよ
い。

※ 保護者に生徒の実態や生活リズム改善
の必要性を伝えることができたか。
※ 家庭の協力が得られるよう働きかける
ことができたか。

保健室経営目標１に対する総合評価 １　２　３　４

⑵　中学校（例１）（評価例含む）
平成○○年度　○○○中学校　保健室経営計画

学校教育目標
養護教諭　○○○○

自ら学ぶ意欲と実践的な社会性を培い、夢や目標をもち、生涯にわたってたくましく生きる力をもった生徒の育成
【具体目標】

◎よく考え進んで学習する生徒　　◎正しく判断し実践する生徒　　◎たくましい気力と体力を養う生徒

学校経営方針（保健安全に関わるもののみ）
＊基本的生活習慣の確立（挨拶、正しい言葉遣い、きちんとした服装、「早寝早起き朝ご飯」運動
＊健康意識の高揚と体力の向上（健康の保持増進のための計画的な指導、食に関する指導、部活動の活性化、性に関する指
導、学校保健委員会の充実）

学校保健目標
自分の健康状態や発育の状態を知り、健康管理ができる生徒の育成

重点目標
○基本的生活習慣の確立を目指し、生活リ
ズムの改善に向けた指導の充実を図る。

○生徒の実態に即した計画的・継続的な性
に関する指導の充実を図る。

児童生徒の主な健康課題
・就寝時間が遅く、睡眠時間が７時間未満の生徒が目立つ（平成○年度
51％）。体調不良で来室する生徒の70％は睡眠不足が原因である。
・起立時や授業中に良い姿勢を保てない生徒が多い。
・歯科検診結果、約６割の生徒に歯肉の異常・歯垢の付着がみられ、昨年
度より増加している。

・３学年生徒に実施した性に関する調査結果では、エイズに関する設問の
正答率は70％と高いが、性感染症の知識の正答率は50％以下であった。
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〈総評と次年度への課題〉
　生活リズムの改善について、校区の実態を踏まえて協議することができた。今後は家庭での協力を得るために各
取組に対する保護者の意見や感想を聞く手立てを検討していく必要がある。継続して授業実践に取り組むためには、
年間指導計画に養護教諭が参加する授業が分かるようよう明記するなどの工夫が必要である。

２　

 

性
に
関
す
る
指
導
計
画
を
見
直
し
実
態
に
即
し
た
授
業
実
践
を
す
る
な

ど
、
関
係
者
と
連
携
し
て
性
に
関
す
る
指
導
の
充
実
を
図
る
。

A） 生徒の実態及び○○市における性に関す
る指導内容一覧を参考にして、性に関する
年間指導計画の見直しを職員保健部と連
携して行う。

１
２
３
４

参考資料を活
用して計画の
見直しを行う
ことができた。

年
度
末

教
職
員

聞
き
取
り

学
校
評
価

１
２
３
４

年間計画の見直
しを行うことが
できた。生徒の
実態把握の方法
を再検討したい。

※生徒の実態、○○市の性に関する指導
内容を参考に、職員保健部と連携して、
計画の見直しに取り組むことができたか。
 B） 生徒の実態調査をもとに、学年と連携
して性に関する指導の授業実践を行
う。（対象：３学年）

① 

２ 

３ 

４

実態調査を行
い、教材を準
備したことで
グループ協議
が活発に行わ
れた。

授
業
実
施
後

教
職
員
・
生
徒

聞
き
取
り

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

１
２
３
４

卒業前の時期に
実施でき、生徒
が将来について
考える良い機会
となった。

※ 生徒の実態に即した授業実践ができたか。
※学年と連携することができたか。

※資料２
C） 専門家と事前打合せを密に行い、連携
して「生命の大切さ」の出前授業を実
施する。

１
２
３
４

専門家と指導
内容の調整に
時間がかかっ
た。

活
動
終
了
後

教
職
員
・
生
徒

聞
き
取
り

感
想
用
紙

１
２
３
４

体験を通して学
べる場は良い機
会となった。生
徒の感想では命
の大切さについ
てふれていた生
徒が多くいた。

※ 専門家と事前打合せを密に行い、連携
して出前授業を行うことができたか。

D） 地域関係機関等が主催する世界エイズ
デーに関する活動に生徒会役員及び保健
委員が参加し、地域及び全校生徒に対し
て啓発活動を行う。

１
２
３
４

パネルの作成
や駅前キャン
ペーンに参加
できた。準備
に時間がか
かった。

活
動
終
了
後

教
職
員
・
生
徒

聞
き
取
り

感
想
用
紙

１
２
３
４

生徒会、保健委
員会と協力し実
施できた。生徒
の主体的な活動
になるようにし
ていきたい。

※ 世界エイズデーに関する活動に参加で
きたか。
※ 地域及び全校生徒に啓発することがで
きたか。

保健室経営目標２に対する総合評価 　　　　　　　　　　１　２　３　４

保
健
室

経
営
目
標

保健室経営目標達成のための
具体的な方策
（※評価の観点）

自己評価 他　者　評　価
到
達
度

理
由
／

今
後
に

向
け
て

い　

つ

だ
れ
か
ら

方　

法

到
達
度

意
見
・

助
言
等

４

保
健
室
経
営
計
画
及
び
評
価
計
画（
例
）
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到達度：１よくできた　２ほぼできた　３あまりできなかった　４まったくできなかった

保
健
室

経
営
目
標

保健室経営目標達成のための
具体的な方策

（※…評価の観点）

自己評価 他　者　評　価
到
達
度

理
由
／

今
後
に

向
け
て

い　

つ

だ
れ
か
ら

方　

法

到
達
度

意
見
・

助
言
等

１　

 

校
内
外
の
組
織
と
連
携
し
た
活
動
を
計
画
的
に
行
い
、
喫
煙
、
飲
酒
防
止
に
関
す

る
指
導
の
充
実
を
図
る
。

A） 喫煙、飲酒に関してのアンケートを実
施し、生徒の実態を把握する。

１
２
３
４

年
度
末

教
職
員

聞
き
取
り

１
２
３
４

※ 喫煙、飲酒に関するアンケートを実施で
きたか。

※ 結果を分析し、生徒の実態を把握できたか。
B） 担任と連携して、生徒の実態を基に指
導案を作成し、ティーム・ティーチン
グで授業を実施する。

１
２
３
４

授
業
終
了
後

教
職
員
・
生
徒

聞
き
取
り　
　

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

１
２
３
４

※ 担任と連携し、TTで授業を実施できたか。
※ 生徒の実態をふまえた指導案を作成でき
たか。

C） 学校保健委員会のテーマに喫煙、飲酒
防止について取り上げ、保護者や地域
が連携した取り組みについて協議し、
その結果をPTA広報誌に掲載して保護
者や地域に啓発する。

１
２
３
４

学
校
保
健
委
員
会
終
了
後

教
職
員
・
生
徒　

学
校
保
健
委
員
会
委
員

聞
き
取
り　

ア
ン
ケ
ー
ト

１
２
３
４※ 学校保健委員会で、保護者や地域連携し

た取組について協議することができたか。
※ 保護者や地域に啓発することができたか。
D） 喫煙、飲酒防止の標語・ポスターコン
クールを生徒会、生徒保健委員会が中
心となって企画し、全校生徒への啓発
活動を行う。

１
２
３
４

活
動
終
了
後

教
職
員
・
生
徒

聞
き
取
り

感
想
用
紙

１
２
３
４

※ 生徒会、生徒保健委員会が中心となって
コンクールを実施できたか。
※ 全校生徒に啓発することができたか。

保健室経営目標１に対する総合評価 １　２　３　４

中学校（例２）

〈総評と次年度への課題〉

平成○○年度　○○○中学校　保健室経営計画
学校教育目標

養護教諭　○○○○

心身ともに健康で、知性豊かな、実践力のある生徒の育成
【具体目標】　◎自ら学ぶ生徒　　◎自他を尊重する生徒　　◎たくましく活動する生徒

学校経営方針（保健安全に関わるもののみ）
　　　　　　　　＊心の健康の保持増進　　　　＊生活習慣病予防を意識した生活習慣の見直し
　　　　　　　　＊性及びエイズ教育の推進　　＊身体活動や運動に対する安全意識の向上

学校保健目標
心身の健康に関心をもち、生涯にわたって健康を保持増進できる自己管理能力を身に付ける。

重点目標
○喫煙、飲酒、薬物乱用防止に関する指導の充実を図
る。
○安全に対する意識を高める指導及び救急体制の充実
を図る。

児童生徒の主な健康課題
・喫煙、飲酒に関する意識調査から、未成年の健康へ
の影響について認識が低く、未成年の喫煙を容認す
る回答が15％あった。

・昨年度の保健室利用者の68.5％がけがによる来室であ
り、体育の授業中や養護教諭不在時のけがが多かっ
た。

・鼻血の手当てなど基本的な応急手当が身に付いてい
ない生徒が２割程度いる。

４

保
健
室
経
営
計
画
及
び
評
価
計
画（
例
）
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到達度：１よくできた　２ほぼできた　３あまりできなかった　４まったくできなかった

保
健
室

経
営
目
標

保健室経営目標達成のための
具体的な方策

（※…評価の観点）

自己評価 他　者　評　価
到
達
度

理
由
／

今
後
に

向
け
て

い　

つ

だ
れ
か
ら

方　

法

到
達
度

意
見
・

助
言
等

１　

 

熱
中
症
予
防
教
室
や
個
別
の
取
組
プ
ラ
ン
の
作
成
な
ど
に
よ
り
、
熱
中
症
の
予

防
及
び
緊
急
時
の
対
応
の
充
実
を
図
る
。

A） 熱中症予防教室の実施と、毎日の熱中
症情報を提示することにより、熱中症
の予防を図る。

１
２
３
４

実
施
後
・
年
度
末

生
徒
・
教
職
員

聞
き
取
り

感
想
用
紙

１
２
３
４

※ 熱中症予防教室を実施できたか。
※熱中症情報を毎日提示することができたか。
※ 熱中症を予防することができたか。
B） 食物アレルギーのある生徒について、
アレルギー対応委員会を開催し、個別
の取組プランの作成、緊急時の体制づ
くりを行う。

１
２
３
４

年
度
末

教
職
員

聞
き
取
り

１
２
３
４

※ アレルギー対応委員会を開催することが
できたか。

※ 個別の取組プランの作成、緊急時の体制
づくりを行うことができたか。

C） 学校医と連携し、緊急時の対応に関す
る（食物アレルギーを含む）校内研修
を開催し、演習を通して緊急時の対応
ができるようにする。

１
２
３
４

年
度
末

教
職
員
・
学
校
医

聞
き
取
り

１
２
３
４

※ 緊急時の対応に関する校内研修を開催する
ことができたか。
※ 緊急時の対応を周知することができたか。

D） 関係機関等と情報交換や連携を密にし、
緊急時の体制整備ができるようにする。

１
２
３
４

年
度
末

教
職
員

聞
き
取
り

１
２
３
４※ 関係機関等と体制づくりができたか

保健室経営目標１に対する総合評価 １　２　３　４

中学校（例３）

〈総評と次年度への課題〉

平成○○年度　○○○中学校　保健室経営計画
学校教育目標

養護教諭　○○○○

豊かな心をもち、心身ともに健康で、ねばり強く最善をつくす生徒の育成
【具体目標】　◎自ら学ぶ生徒　　◎思いやりのある生徒　　◎最後までやりぬく生徒

学校経営方針（保健安全に関わるもののみ）
　　＊心を育てる教育の推進　　　　　　　　　　　　＊規則正しい生活習慣や自立的な生活態度の確立
　　＊自他ともに生命を大切にする心や態度の育成　　＊地域、家庭と連携した組織活動の推進

学校保健目標
自分の健康問題に気づき、考え判断し、自らの健康を適切に管理できる生徒の育成

重点目標
○心の健康に関する支援体制の充実を図る。
○生徒の健康情報を整理し、関係機関と連携して熱中症の予
防及び緊急時の対応の充実を図る。

児童生徒の主な健康課題
・友人関係がうまく築けず不適応を起こしたり、自分の気持
ちをうまく表現できない生徒が目立つ。昨年度、保健室来
室カードに不調の原因をストレス（友人関係）と記入する
生徒が15％いた。
・食物アレルギーがある生徒が全体の７％、アドレナリン自
己注射薬を処方されている生徒が１名いる。その他のアレ
ルギー（花粉症含む）が40％おり、増加傾向にある。
・昨年度、部活動中の熱中症発生による救急搬送が２件発生
した。
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到達度：１よくできた　２ほぼできた　３あまりできなかった　４まったくできなかった

保
健
室

経
営
目
標

保健室経営目標達成のための
具体的な方策

（※…評価の観点）

自己評価 他　者　評　価
到
達
度

理
由
／

今
後
に

向
け
て

い　

つ

だ
れ
か
ら

方　

法

到
達
度

意
見
・

助
言
等

１　

 

心
の
健
康
に
関
す
る
授
業
参
画
や
生
徒
保
健
委
員
会
の
自
主
的
な
活
動
な
ど
に

よ
り
、
心
の
健
康
問
題
へ
の
対
応
の
充
実
を
図
る
。

A） 保健室に来室する生徒の「心のサイン」
の早期発見のため、来室カードや支援
シートを活用する。

１
２
３
４

年
度
末

生
徒　

教
職
員

ア
ン
ケ
ー
ト

聞
き
取
り　

１
２
３
４

※ 来室カードや支援シートを活用できたか。
※心のサインを早期発見することができたか。
B） 毎月の職員会議に来室状況を報告するととも
に校内ネットワークを活用し、共通理解を図る。

１
２
３
４

年
度
末

教
職
員

聞
き
取
り

１
２
３
４

※ 職員会議に来室状況を報告するとともに、
校内ネットワークを活用し、共通理解を図
ることができたか。
C） 生徒保健委員会を主体とした紙上悩み
相談を校内組織と連携して実施する。 

１
２
３
４

実
施
後

生
徒　

教
職
員

ア
ン
ケ
ー
ト

聞
き
取
り　

１
２
３
４

※ 紙上悩み相談を実施できたか。
※ 校内組織と連携することができたか。
D） 学期毎に体重測定を行い、特に体重減少者、激増者を早

期に発見し、健康相談及び個別の保健指導を行うとともに、
教職員、保護者と情報交換を密にし、連携して支援する。

１
２
３
４

年
度
末
・
そ
の
都
度

教
職
員　

保
護
者　

ア
ン
ケ
ー
ト　

聞
き
取
り　
　

１
２
３
４

※ 必要な生徒の健康相談及び個別の保健指導ができたか。
※ 教職員、保護者と連携し、支援することができたか。
E） ストレスマネジメントの保健指導を年
間計画に組み込み保健部で指導案作成
や指導資料を提供する。

１
２
３
４

実
施
後

教
職
員　

生
徒　
　

ア
ン
ケ
ー
ト

１
２
３
４

※ 指導案や指導資料の提供を行うことがで
きたか。

保健室経営目標１に対する総合評価 １　２　３　４

中学校（例４）

〈総評と次年度への課題〉

平成○○年度　○○○中学校　保健室経営計画
学校教育目標

養護教諭　○○○○

○心豊かでたくましく生き抜く人を育てる
　　　　　　　　　　　◇命を大切にする生徒　　　　　　◇思いやり、助け合う生徒
　　　　　　　　　　　◇目標に向けて努力する生徒　　　◇自ら考え、正しく判断する生徒

学校経営方針（保健安全に関わるもののみ）
○基本的生活習慣の定着　　○豊かな心を育む教育の充実

学校保健目標
○生徒一人一人の健康観を高め、基本的生活習慣を身に付けた生徒の育成に努める。
○発達段階に即した、心身の健康の保持増進に積極的に取り組む態度を養う。　　　

重点目標
○心の健康問題の早期発見に努めるとともにストレス
マネジメントに関する指導の充実を図る。
○スポーツ活動を中心とした校内事故の予防に関する
指導の充実を図る。

児童生徒の主な健康課題
・人間関係などでストレスを抱える生徒が多く、学校
生活への不安や心因性が疑われる不調を訴える生徒
が増えている。（保健室来室時に精神的な悩みを訴え
たり、相談から心因性と思われる不調を訴える生徒
が全利用者の割合で前年度比10％増）

・学校管理下のけがが多い（管理下のけがのうち62.8％
が部活動中）

４

保
健
室
経
営
計
画
及
び
評
価
計
画（
例
）
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⑶　高等学校（例１）（評価例含む）

到達度：１よくできた　２ほぼできた　３あまりできなかった　４まったくできなかった

保
健
室

経
営
目
標

保健室経営目標達成のための
具体的な方策

（※…評価の観点）

自己評価 他　者　評　価
到
達
度

理
由
／

今
後
に

向
け
て

い　

つ

だ
れ
か
ら

方　

法

到
達
度

意
見
・

助
言
等

１　

 

健
康
観
察
な
ど
か
ら
の
情
報
収
集
や
校
内
研
修
会
の
実
施
な
ど
に
よ
り
、
心
の

健
康
問
題
の
早
期
発
見
・
早
期
対
応
を
図
る
。

Ａ） 欠席や遅刻等の原因を適切に把握
するために、健康観察や健康相談、
各種調査結果を担任に情報提供す
る。

１
２
３
４

必要な情報を早
期に担任に提供
し、早期発見に
つなげられた。
しかし、欠席や
遅刻の原因を把
握しにくい生徒
もいた。

学
期
末
又
は
年
度
末

学
級
担
任

聞
き
取
り

１
２
３
４

養護教諭と
の情報交換
により、ク
ラスの生徒
の問題の早
期発見がで
きた。

※ 欠席や遅刻の原因を適切に把握でき
たか。

※ 健康観察や健康相談、各種調査の結
果を、担任に情報提供することがで
きたか。 ※資料１

Ｂ） 研修会を企画し、健康観察による
心身の健康問題を早期発見するた
めの観点や重要性についての研修
会を実施する。

１
２
３
４

心の健康問題の
早期発見・早期
対応につながっ
たが、健康観察
実施に当たって
は、協力しても
らえなかった。

研
修
会
後

教
職
員

ア
ン
ケ
ー
ト

１
２
３
４

健康観察の
重要性につ
いては理解
できたが、
実施につい
ては工夫が
必要である。

※ 健康観察に関する校内研修会が実施
できたか。

※ 心身の健康問題を早期発見するため
の観点や重要性についての理解を深
めることができたか。

Ｃ） 学校医や主治医等から得た指導助
言について校内組織会議で共通理
解を図り、支援につなげる。

１
２
３
４

校内組織会議で
周知徹底でき、
支援につなげら
れた。

学
期
末
ま
た
は
年
度
末

教
職
員

聞
き
取
り

１
２
３
４

会議で得た
情報を基に
組織的に支
援ができた。※ 学校医等からの指導助言について、

校内会議で共通理解を図り、支援に
つなげることができたか。

保健室経営目標１に対する総合評価 １　２　３　４

平成○○年度　○○○○高等学校　保健室経営計画
学校教育目標

養護教諭　○○○○

未来への深い洞察力と豊かな人間性をそなえ、高い知性、すぐれた徳性と強い意志、たくましい体をもち、社会の発展に寄与
する人づくりを目指す。

学校経営方針（保健安全に関わるもののみ）
①体力づくり―恵まれた自然環境を生かした体育的行事を計画する中で、運動の喜びを体験することにより、生涯にわたって
健康で安全な生活を実践できる基礎を培う。

②健康安全管理―適切な保健管理・保健指導を行い、生徒一人一人が心身の健康について実践する態度を養う。
③安全教育―地域や家庭と連携を図り、通学路における安全を確保する能力を身に付ける。
④環境整備―施設・設備の点検を定期的に行い生徒が安全で健康な生活を送れるように努める。

学校保健目標
自らの心身の健康に関心をもち、自己管理できる能力を身に付ける。

重点目標
○心身の健康問題の早期発見、早期対応に向け
た健康観察、健康相談の充実を図る。

○歯と口の健康づくりを通して、健康意識を高
める保健指導の充実を図る。

児童生徒の主な健康課題
・親子関係の希薄さやコミュニケーション力の低下により、人間関係が
保てず、精神的に不安定になる生徒が少なからずいる。
・痩せ傾向の生徒が20％を超え、摂食障害と診断されている生徒もいる。
・生活習慣の乱れから、睡眠不足になり心身の不調を訴える生徒が増え
ている。
・むし歯保有者は少ないが、歯肉・歯石の状態については、注意を必要
とする生徒が４％いる。
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〈総評と次年度への課題〉
　教職員や学校医等の関係者との連携は図れた。歯科保健活動については、生徒がより主体的に取り組め
るように資料などの準備に工夫をする必要がある。

保
健
室

経
営
目
標

保健室経営目標達成のための
具体的な方策

（※…評価の観点）

自己評価 他　者　評　価
到
達
度

理
由
／

今
後
に

向
け
て

い　

つ

だ
れ
か
ら

方　

法

到
達
度

意
見
・

助
言
等

２　

 

生
徒
保
健
委
員
会
の
自
主
的
な
活
動
や
実
態
を
踏
ま
え
た

講
演
会
を
開
催
し
、
歯
科
保
健
指
導
の
充
実
を
図
る
。

A） 生徒保健委員会の作成する “保健だ
より” に「歯と口の健康」に関する
内容を毎月掲載する。

１
２
３
４

作成月によっ
て、内容が重な
り、あまり効果
的に作成できな
かった。

学
期
末
又
は
年
度
末

教
職
員
・
生
徒
保
健
委
員

聞
き
取
り

１
２
３
４

内容が同じ
ような月が
あったのが
残念である。※ 生徒保健委員会作成の保健だよりに、

「歯と口の健康」に関する記事を掲
載することができたか。

B） 生徒保健委員会が文化祭で発表する
テーマを「歯と口の健康」特集とし、
ポスター作成し、発表する。

１
２
３
４

保護者や生徒・
職員の関心を引
くことができた
が、保健委員全
員が興味・関心
をもって作成で
きなかった。

文
化
祭
終
了
後

教
職
員・保
護
者・生
徒
保
健
委
員

ア
ン
ケ
ー
ト

１
２
３
４

それぞれが
工夫を凝ら
し、興味の
持てる新聞
が作成でき
た。※ 発表内容のポスターを作成し、発表

することができたか。

C） 学校歯科医と事前打合せを行い、生
徒の実態に合わせた健康教育講演会
を実施する。

１
２
３
４

歯科検診の結果
をもとに、打合
せを行い、生徒
の意識や実践意
欲を高めること
ができた。

講
演
実
施
後

教
職
員
・
全
校
生
徒

ア
ン
ケ
ー
ト
・
感
想
用
紙

１
２
３
４

生徒の実態
に即し、わ
かりやすく
興味の持て
る 内 容 で
あった。

※ 事前打合せを行い、生徒の実態に合っ
た講演会を行うことができたか。

保健室経営目標２に対する総合評価 １　２　３　４

養護教諭の情報提供についてお聞きします。

４

保
健
室
経
営
計
画
及
び
評
価
計
画（
例
）
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到達度：１よくできた　２ほぼできた　３あまりできなかった　４まったくできなかった

保
健
室

経
営
目
標

保健室経営目標達成のための
具体的な方策

（※…評価の観点）

自己評価 他　者　評　価
到
達
度

理
由
／

今
後
に

向
け
て

い　

つ

だ
れ
か
ら

方　

法

到
達
度

意
見
・

助
言
等

１　

 

Ｉ
Ｔ
機
器
と
健
康
に
関
す
る
講
演
会
や
学
校
保
健
委
員
会
の
開
催
な
ど
に
よ

り
、
生
活
習
慣
の
改
善
を
図
る
。

Ａ） IT機器の利用状況と生活習慣に関す
るアンケート調査を実施し、集団及び
個々の健康問題を把握する。

１
２
３
４

実
施
後

教
職
員

聞
き
取
り

１
２
３
４

※ 調査結果から集団及び個々の健康問題を
把握できたか。
Ｂ） 調査結果について担任等へ情報提供し、

共通理解を図るとともに、集団及び個
別の保健指導に生かす。

１
２
３
４

実
施
後

教
職
員

聞
き
取
り

１
２
３
４

※ 担任等に情報提供し、共通理解が図れたか。
※ 結果を集団及び個別の保健指導に生かす
ことができたか。
Ｂ） IT機器による「ネット依存」や「体調の変化」

等の心身の健康に与える影響についての講
演会を実施し、生活習慣の改善を働きかける。

１
２
３
４

講
演
実
施
後

教
職
員　

全
校
生
徒

ア
ン
ケ
ー
ト

１
２
３
４

※ IT機器と健康に関する講演会を実施す
ることができたか。

※ 講演会の実施により、生活習慣の改善に
向けた働きかけができたか。

Ｃ） 学校保健委員会の議題に「生活習慣を
見直そう―IT機器と健康・安全―」
を取りあげ、解決策を生徒・保護者・
教職員・地域の関係者等で協議し、実
践化する。

１
２
３
４

実
施
後

教
職
員　

保
護
者　
　

地
域
の
関
係
者　

生
徒

聞
き
取
り　

ア
ン
ケ
ー
ト

１
２
３
４※ 学校保健委員会を開催することができたか。

※ 協議の結果、解決策を提言できたか。
※ 決定事項を周知し実践化することができたか。

保健室経営目標１に対する総合評価 １　２　３　４

高等学校（例２）

〈総評と次年度への課題〉

平成○○年度　○○○○高等学校　保健室経営計画
学校教育目標

養護教諭　○○○○

人間尊重の精神を基に、自主性・創造性・協調性を培い個性豊かな生徒を育成する。

学校経営方針（保健安全に関わるもののみ）
○体育や部活動に真剣に取り組み、心身共にたくましい生徒の育成を図る。　
○基本的生活習慣の確立を図り、いじめや不登校のない明るい学校を目指す。

学校保健目標
自他を大切にし、主体的に健康的な生活が送ることのできる生徒を育てる。

重点目標
○望ましい生活習慣の形成を目指し、生活改善に向けた指導
の充実を図る。

児童生徒の主な健康課題
〇保健室利用状況から
・インターネットの長時間使用による生活習慣の乱れから睡
眠不足になり、心身の不調を訴える生徒や、学校生活への
不適応を起こす生徒が少なからずいる。
・友人関係などでのストレスが原因で不安や悩みを抱え健康
相談を必要とする生徒が増えている。
〇健康診断の結果から
・裸眼視力1.0未満者（B）は13％で、B・C・Dの合計は60％
を超えている。
・肥満傾向者が10％を超えている。



33

到達度：１よくできた　２ほぼできた　３あまりできなかった　４まったくできなかった

保
健
室

経
営
目
標

保健室経営目標達成のための
具体的な方策

（※…評価の観点）

自己評価 他　者　評　価
到
達
度

理
由
／

今
後
に

向
け
て

い　

つ

だ
れ
か
ら

方　

法

到
達
度

意
見
・

助
言
等

１　

 

食
生
活
と
睡
眠
の
実
態
を
把
握
し
、
担
任
・
保
護
者
等
と
連
携
し
て
生
活

習
慣
の
改
善
を
図
る
。

Ａ） 食生活と睡眠についてのアンケートを
全校生徒に実施し、生活習慣に関する
問題点を分析し、担任等とTT等によ
る保健指導を実施する。

１
２
３
４

実
施
後

学
級
担
任
等 

生
徒　
　
　

聞
き
取
り　

 

ア
ン
ケ
ー
ト

１
２
３
４※ アンケートから実態をとらえ、問題点を

分析できたか。
※ TT等による保健指導が実施できたか。

Ｂ） 文化祭での生徒保健委員会活動に「生
活習慣と食生活・睡眠」をテーマに取
り上げ、関連した資料を集めてまとめ、
展示発表を行う。

１
２
３
４

文
化
祭
終
了
後

教
職
員　
　
　

 

生
徒
保
健
委
員

ア
ン
ケ
ー
ト 

感
想
用
紙　

１
２
３
４※ 生徒保健委員会が「生活習慣と食生活・

睡眠」をテーマに文化祭で展示発表を実
施することができたか。

Ｃ） 学校保健委員会の議題に「生活習慣と
食生活・睡眠」を取り上げ、保護者等
を交えて協議を行い、生活習慣の改善
に向けて啓発する。

１
２
３
４

学
校
保
健
委
員
会
終
了
後

教
職
員　
　
　
　
　
　

 

学
校
保
健
委
員
会
委
員

聞
き
取
り 

感
想
用
紙

１
２
３
４※ 学校保健委員会の議題に「生活習慣と食

生活・睡眠」を取り上げ、生活習慣の改
善に向けて啓発することができたか。

保健室経営目標１に対する総合評価 １　２　３　４

高等学校（例３）

〈総評と次年度への課題〉

平成○○年度　○○○○高等学校　保健室経営計画
学校教育目標

養護教諭　○○○○

確かな学力と豊かな心を培い、たくましく生き抜く力を養う。

○基本的生活習慣を確立し、進んで健康で安全な生活を営む態度を育てる。
学校経営方針（保健安全に関わるもののみ）

学校保健目標
生活習慣の確立と自己管理能力を育成する｡

重点目標
○食事や睡眠に関する指導を充実させ、生活習慣の改
善を図る。
○健康観察を徹底させ、心身の健康問題の早期発見・
早期対応を図る。

児童生徒の主な健康課題
・朝食の欠食など、食生活を中心とした生活習慣の乱
れから、心身の不調を訴える生徒が増えている。

・やせ傾向の生徒が全体の約30％と昨年度よりも増え
ている。

４

保
健
室
経
営
計
画
及
び
評
価
計
画（
例
）
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到達度：１よくできた　２ほぼできた　３あまりできなかった　４まったくできなかった

保
健
室

経
営
目
標

保健室経営目標達成のための
具体的な方策

（※…評価の観点）

自己評価 他　者　評　価
到
達
度

理
由
／

今
後
に

向
け
て

い　

つ

だ
れ
か
ら

方　

法

到
達
度

意
見
・

助
言
等

１　

 

人
間
関
係
の
築
き
方
に
つ
い
て
の
講
座
等
を
実
施
し
、
性
に
関
す
る
指
導
の

充
実
を
図
る
。

Ａ） 健康相談や健康観察等の情報から問題を
早期に把握し、関係職員や関連機関と情報
交換、共通理解を図り、連携して対応する。

１
２
３
４

事
後

教
職
員

聞
き
取
り

１
２
３
４

※ 健康相談や健康観察等から問題を早期に
把握できたか。

※ 関係職員や関連機関と情報交換、共通理
解を図り連携して対応できたか。

Ｂ） 異性との対等な人間関係の築き方につ
いて考えるために、デートDV防止出
張講座を実施する。

１
２
３
４

講
座
実
施
後

教
職
員　

 

全
校
生
徒

ア
ン
ケ
ー
ト

１
２
３
４※ デートDV防止出張講座を実施できたか。

Ｃ） 保護者を対象とした性に関する講演会を
実施し、性に関する指導について、保護
者の理解と協力を得る。

１
２
３
４

講
演
実
施
後

教
職
員 

保
護
者

聞
き
取
り 

感
想
用
紙

１
２
３
４

※ 保護者を対象とした講演会が実施できた
か。
※ 保護者の理解と協力を得ることができた
か。

Ｄ） 校外の専門機関（病院、保健所等）の
情報を収集し、教職員や生徒、保護者
への情報提供を行う。

１
２
３
４

そ
の
都
度

教
職
員　
　
　

 

保
護
者
・
生
徒

聞
き
取
り

１
２
３
４

※ 教職員や生徒、保護者に、専門機関の情
報を提供できたか。

保健室経営目標１に対する総合評価 １　２　３　４

高等学校（例４）

〈総評と次年度への課題〉

平成○○年度　○○○○高等学校　保健室経営計画
学校教育目標

養護教諭　○○○○

◇校内相談体制や特別支援体制の充実を目指す
学校経営方針（保健安全に関わるもののみ）

確かな学力と豊かな人間性と健やかな心身を養うとともに自主自立の精神を涵養し，社会の発展に貢献し得る人材
を育成する。

学校保健目標
生涯を通じて自らの健康を適切に管理し、改善していくことのできる生徒を育成する。

重点目標
○生徒の性行動に関する実態を把握し、関連機関と連
携しながら、性に関する指導の充実を図る。

児童生徒の主な健康課題
・アンケート調査の結果から、性に対する意識や知識
の個人差が大きく、憂慮される実態があることが明
らかになった。

・就寝時間が23時～24時の生徒が63％を占めており睡
眠不足による保健室利用者が多い。

・う歯の罹患者が80％、未処置歯がある生徒は約50％
で治療率も15％で低い。

・自傷行為など心の健康問題のある生徒がいる。
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到達度：１よくできた　２ほぼできた　３あまりできなかった　４まったくできなかった

保
健
室

経
営
目
標

保健室経営目標達成のための
具体的な方策

（※…評価の観点）

自己評価 他　者　評　価
到
達
度

理
由
／

今
後
に

向
け
て

い　

つ

だ
れ
か
ら

方　

法

到
達
度

意
見
・

助
言
等

１　

 

授
業
参
画
や
生
徒
保
健
委
員
会
の
自
主
活
動
な
ど
に
よ
り
、
喫
煙
、
飲
酒
、
薬

物
乱
用
防
止
教
育
の
充
実
を
図
る
。

Ａ） ホームルーム活動における保健指導計画
に、喫煙、飲酒、薬物乱用防止教育に関
する指導が位置付けられるよう関係組織
（保健部、特活部等）に提案し働きかける。

１
２
３
４

年
度
始
め

教
職
員

聞
き
取
り

１
２
３
４

※ ホームルーム活動の保健指導に位置付けられ
るよう関係組織に働きかけることができたか。
※ ホームルーム活動の指導計画に位置付け
ることができたか。

Ｂ） ホームルーム活動における喫煙、飲酒、
薬物乱用に関する保健指導を担任と連
携（指導案作成等）してTTで行う。
薬物乱用教室と関連付けた指導を行う。

１
２
３
４

実
施
後

教
職
員　

生
徒

ア
ン
ケ
ー
ト

１
２
３
４

※ ホームルーム活動における保健指導を担任と連
携（指導案作成等）してTTで行うことができたか。
※ 薬物乱用教室と関連付けた指導ができたか。
Ｃ） 生徒保健委員会が自主作成した薬物乱

用防止をテーマとした保健劇を文化祭
で演じ、啓発活動を行う。

１
２
３
４

実
施
後

教
職
員　

全
校
生
徒

保
護
者　
　
　
　
　

聞
き
取
り　

ア
ン
ケ
ー
ト

１
２
３
４

※ 自主作成した保健劇を文化祭で生徒が演
じることができたか。

※ 薬物乱用に関する保健劇を通して保護者
や生徒に啓発することができたか。
Ｄ） PTA総会や保護者懇談会にて、学校で行ってい

る喫煙、飲酒、薬物乱用防止教育に関する指導状
況を報告し、保護者の協力が得られるようにする。

１
２
３
４

実
施
後
、
年
度
末

保
護
者

聞
き
取
り　

ア
ン
ケ
ー
ト

１
２
３
４

※ 保護者会等で指導状況を報告できたか。
※ 保護者の協力が得られたか。

保健室経営目標１に対する総合評価 １　２　３　４

高等学校（例５）

〈総評と次年度への課題〉

平成○○年度　○○○○高等学校　保健室経営計画
学校教育目標

養護教諭　○○○○

自己実現を達成する人間の育成と、社会に貢献できる人材の育成を目指す

○部活動や生徒会活動に積極的に取り組むことで、健康で豊かな人間性を身に付けた生徒を育成する。
学校経営方針（保健安全に関わるもののみ）

学校保健目標

○生活習慣（食）の確立に向けた指導の充実を図る。
○喫煙、飲酒、薬物乱用防止教育の充実を図る。

重点目標

健康の保持増進を図り、生涯を通じて自らの健康を適切に管理できる資質や能力を育てる。

児童生徒の主な健康課題
・生活習慣に関する調査から朝食を欠食している生徒
が10％いた。

・健康診断の結果、肥満傾向の生徒が15％いた。
・健康診断の結果、視力1.0未満の生徒が約60％であっ
た。

・体調不良で保健室利用する生徒が昨年より10％増え
ている。友人や家庭の人間関係の問題での相談が多
い。

・アンケート調査の結果、喫煙、飲酒、薬物乱用につ
いて憂慮される結果が出ている。

４

保
健
室
経
営
計
画
及
び
評
価
計
画（
例
）
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⑷　特別支援学校（例１）（評価例含む）
平成○○年度　○○特別支援学校　保健室経営計画

学校教育目標
養護教諭　○○○○

「美しい言葉」「豊かな心」「元気な体」の育成
１豊かで適切な表現ができる子　２自ら学ぶ子　３自立して生きていく子　４丈夫な体と強い意志をもつ子

学校経営方針（保健安全に関わるもののみ）
○子どもたちの安全と健康管理に努め、相談・支援機能が充実した学校を目指す。

１）心身の健全な成長と安心・安全な学校生活　２）緊急時の体制整備　３）相談・支援の充実

学校保健目標
○生涯にわたる心身の健康の保持増進を図るために必要な知識、態度、習慣を身に付ける。
○豊かな人間性と障害による困難を改善・克服する力を育む。　　　　　　　　　　　　　

重点目標
①障害重複のある生徒が多い
ことから、心身の健康問題
や発達上の課題の早期発見
に努め、組織的な対応の充
実を図る。

②望ましい生活習慣の形成に
向けて、食事と睡眠に関す
る指導の充実を図る。

児童生徒の主な健康課題
◆健康上配慮が必要な幼児生が多く（半数は要配慮生）個々に複数の医療機関と連携を図
る必要がある。（障害の重複生３割）

◆朝食欠食（平成○年度約６％）や生活リズムに課題（睡眠時間７時間未満：平成○年
中・高等部約６割）があり、生活習慣の乱れから心身の不調を訴える児童生徒が多い。

◆車での通学により歩く時間が少なく持久力がない。また、テレビ視聴やゲームの時間が
長く、身体活動量が少ない。（平成○年万歩計調査：高等部１日8,000歩以上の者15％）
◆携帯電話やスマートフォンの所持率が高く（所持率：中・高等部100％）ライン、メール
に起因したトラブルが増えている。

到達度：１よくできた　２ほぼできた　３あまりできなかった　４まったくできなかった

保
健
室

経
営
目
標

保健室経営目標達成のための
具体的な方策

（※…評価の観点）

自己評価 他　者　評　価
到
達
度

理
由
／

今
後
に

向
け
て

い　

つ

だ
れ
か
ら

方　

法

到
達
度

意
見
・

助
言
等

１　

 

健
康
観
察
や
支
援
会
議
の
定
期
的
な
開
催
な
ど
に
よ
り
、
心
身
の
健
康
問

題
へ
の
対
応
の
充
実
を
図
る
。

A） 保護者や担任と情報交換を
密にした健康観察を行い個
別の心身の健康問題を的確
に把握し、特別支援教育コー
ディネーターや学部職員と
情報を共有して支援に生か
す。

１
２
３
４

健康観察の情報
を共有して、毎
日の生活支援や
学習支援に生か
すことができた。

毎
日
・
学
期
末

保
護
者
・
学
級
担
任
・
主
治
医

聞
き
取
り

１
２
３
４

学部会での情
報共有が定着
し、情報に基
づいた適切な
対応により、
学校生活の安
定につながっ
た。

※ 保護者や担任と情報交換を密
にした健康観察から、個別の
心身の健康問題を的確に把握
できたか。

※ 把握した情報を関係職員と共
有し支援に生かせたか。

B） 特別支援教育コーディネー
ターと連携して定期的に支援
会議を開催し、個々の課題の
見極めとニーズに即した対応
を組織的に行う。 １

２
３
４

・ コーディネー
ターと連携し
て支援会議や
関係者会議を
定期的に開催
できた。
・ 個々の支援
ニーズに応じ
た対応を行う
ことができた。

学
期
末
（
そ
の
都
度
）

管
理
職
・
教
務
会
・
支
援
部
・

学
級
担
任
・
保
護
者
・
関
係
者

ア
ン
ケ
ー
ト
・
聞
き
取
り

１
２
３
４

・ 支援会議や
関係者会議
をスムーズ
に開催して
いただいた。
・ 関係者をつ
なぎ、相談
しやすい雰
囲気を作っ
ていただい
た。

※ 特別支援教育コーディネー
ターと連携して支援会議や関
係者会議を定期的に開催でき
たか。
※ 個々の課題を見極め支援ニー
ズに即した組織的な対応がで
きたか。
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〈総評と次年度への課題〉
○ 担任や保護者、特別支援教育コーディネーターなど関係者との連携は十分図れたが、全職員による個々
の子供の健康状態の把握や基礎疾患の理解については不十分であったため、次年度は全職員が理解を深
めるための手立てが必要である。健康管理の充実を図るため、子供理解を深めるための研修や対応訓練
を年間計画に位置付け、組織的な支援が継続できるように工夫する。

保
健
室

経
営
目
標

保健室経営目標達成のための
具体的な方策

（※…評価の観点）

自己評価 他　者　評　価
到
達
度

理
由
／

今
後
に

向
け
て

い　

つ

だ
れ
か
ら

方　

法

到
達
度

意
見
・

助
言
等

１　

 

健
康
観
察
や
支
援
会
議
の
定
期
的
な
開
催
な
ど

に
よ
り
、
心
身
の
健
康
問
題
へ
の
対
応
の
充
実

を
図
る
。

C） 主治医等からの指導助言を踏
まえた「個別の支援計画」を
作成し、教職員へ周知する。

１
２
３
４

・ 関係者と協力
して個々に支
援計画を周知
することがで
きた。

学
期
末

管
理
職
・
教
職
員
・

学
校
医
・
主
治
医　

ア
ン
ケ
ー
ト
・
聞
き
取
り

１
２
３
４

・ 支援計画の
周知により、
子供の様子
が全職員に
わかりやす
くなった。

※ 主治医等からの指導助言を踏ま
えた「個別の支援計画」を作成
し、周知することができたか。

D） 学校医、地域の医療機関や消
防署と連携した校内研修及び
訓練を行って、緊急時に対応
ができるようにする。

１
２
３
４

・ 訓練を毎学期
に実施する予
定だったがで
きなかった。

実
施
後
・
学
期
末

学
校
医
・
関
係
機
関
・

管
理
職
・
職
務
員　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
・
聞
き
取
り

１
２
３
４

・ 学校医としっ
かり連携し
ていただい
た。
・ 継続的な確
認や定期的
な訓練が必
要。

※ 学校医等の指導助言を得て、
緊急時に対応するための校内
研修及び訓練を実施すること
ができたか。

保健室経営目標１に対する総合評価 １　２　３　４

４

保
健
室
経
営
計
画
及
び
評
価
計
画（
例
）
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特別支援学校（例２）

〈総評と次年度への課題〉

平成○○年度　○○特別支援学校　保健室経営計画
学校教育目標

養護教諭　○○○○

安心安全な学校づくり（生活環境・危機管理対応）…チーム支援の徹底、教職員のヒヤリハット研修
学校経営方針（保健安全に関わるもののみ）

障害を受容し、たくましく生きようとする力をもつ児童生徒の育成

学校保健目標
個のニーズに応じた生活の充実を図り、心身ともに健康の保持増進ができる児童生徒を育てる。

重点目標
○医療的ケアなど配慮が必要な児童生徒の学校生活の
充実を図る。

児童生徒の主な健康課題
◆医療的ケアが必要な児童生徒が（平成○年度1.1％、
平成○年度3.3％、平成○年度6.4％）増加していると
ともにケアの内容が・複雑・多様化している。

◆心身の異常や苦痛を自覚することが困難な上、明確
に訴えることができない児童生徒が全体の70％程度
いる。

到達度：１よくできた　２ほぼできた　３あまりできなかった　４まったくできなかった

保
健
室

経
営
目
標

保健室経営目標達成のための
具体的な方策

（※…評価の観点）

自己評価 他　者　評　価
到
達
度

理
由
／

今
後
に

向
け
て

い　

つ

だ
れ
か
ら

方　

法

到
達
度

意
見
・

助
言
等

１　

 

健
康
観
察
の
徹
底
や
校
内
組
織
と
の
定
期
的
な
連
絡
会
な
ど
に
よ
り
、
医
療
的

ケ
ア
等
の
配
慮
が
必
要
な
児
童
生
徒
の
対
応
の
充
実
を
図
る
。

Ａ） 「連絡ノート」を活用して保護者や
担任と情報交換を密にして毎日の
健康状態を的確に把握し、疾病や
異常の早期発見・早期対応を図る。

１
２
３
４

毎
日

学
期
末
・
年
度
末

学
級
担
任

保
護
者　

聞
き
取
り　

ア
ン
ケ
ー
ト

１
２
３
４

＊ 「連絡ノート」の活用で担任・保護
者等情報共有でき、毎日の健康状態
を的確に把握することができたか。
＊ 疾病や異常の早期発見・早期対応ができたか。
Ｂ） 医療的ケアの必要な児童生徒には、担

任、看護師、養護教諭の役割を明確に
して、共通理解を図った上で対応する。

１
２
３
４

実
施
後

年
度
末

教
職
員

保
護
者
・
主
治
医

聞
き
取
り　

ア
ン
ケ
ー
ト

１
２
３
４

＊ 医療的ケアが必要な児童生徒に担任等の
役割分担を明確にした上で支援できたか。
Ｃ） 保護者の了解を得て、担任と共に
主治医と面談し、指導助言を受けた
り情報交換し、共通理解を図りなが
ら対応できるようにする。

１
２
３
４

年
度
末

学
級
担
任
・
保
護
者

主
治
医　
　
　
　
　

聞
き
取
り

１
２
３
４

＊ 担任と共に主治医と面談することができたか。
＊ 主治医からの指導助言や情報交換に
より、共通理解を図って対応するこ
とができたか。

Ｄ） 消防署と連携し、緊急時の対応に関
する校内研修を実施し、心肺蘇生
法やAEDなどの演習を通して緊急
時に適切な対応ができるようにする。

１
２
３
４

実
施
後

教
職
員

消
防
署

聞
き
取
り　

ア
ン
ケ
ー
ト

１
２
３
４

＊ 消防署と連携して緊急時の対応に関す
る校内研修を実施することができたか。
＊ 演習を通して緊急時の対応について
訓練することができた。

保健室経営目標１に対する総合評価 １　２　３　４
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特別支援学校（例３）

到達度：１よくできた　２ほぼできた　３あまりできなかった　４まったくできなかった

保
健
室

経
営
目
標

保健室経営目標達成のための
具体的な方策

（※…評価の観点）

自己評価 他　者　評　価
到
達
度

理
由
／

今
後
に

向
け
て

い　

つ

だ
れ
か
ら

方　

法

到
達
度

意
見
・

助
言
等

１　

 

体
重
測
定
や
個
別
の
保
健
指
導
を
実
施
す
る
な
ど
し
て
、
肥
満
指
導
の
充

実
を
図
る
。

A） 担任と協力して毎月１回体重測定を
行うとともに「記録カード」を活用
して体重管理し、保護者と共に生活
をふり返り、改善につなげる。

１
２
３
４

学
期
末
・
年
度
末

学
級
担
任　

保
護
者

児
童
生
徒　
　
　
　

聞
き
取
り　

ア
ン
ケ
ー
ト

１
２
３
４

※ 担任と協力して毎月1回体重測定を実
施し、保護者と生活をふり返ること
ができたか。

※ 体重測定の継続が生活の改善につな
がったか。

B） 「食事ノート」や「生活チェック表」
を用いて個別の課題を把握し、発達段
階に応じた栄養指導と運動指導を行う。

１
２
３
４

実
施
後
・
年
度
末

学
級
担
任　

保
護
者

児
童
生
徒　
　
　
　

聞
き
取
り　

ア
ン
ケ
ー
ト

１
２
３
４

※ 食事ノート等を通して、栄養指導や
運動指導を実施できたか。

※ 発達段階に応じた栄養指導と運動指
導ができたか。

C） 肥満の解消に向けた個別の指導計画の作
成や、定期的な健康相談を実施し、保護
者と連携できるように継続的に働きかける。

１
２
３
４

年
度
末

学
級
担
任

保
護
者　

聞
き
取
り　

ア
ン
ケ
ー
ト

１
２
３
４

※ 担任と協力して個別の指導計画を作
成できたか。

※ 保護者に継続的に働きかけ、連携し
て生活習慣の改善ができたか。

保健室経営目標１に対する総合評価 １　２　３　４

〈総評と次年度への課題〉

平成○○年度　○○特別支援学校　保健室経営計画
学校教育目標

養護教諭　○○○○

センターとしての役割の充実（教育相談機能の充実、関係機関（福祉・医療・労働等）との連携）
学校経営方針（保健安全に関わるもののみ）

一人一人の教育的ニーズに応じて個性を尊重しつつ、適切な指導及び必要な支援を行い、その可能性の伸長に努め
る。

学校保健目標
自己肯定感が高まる生活づくりを通して、心身ともに健康で安全な生活ができる児童生徒を育てる。

重点目標
○食事・運動・休養等の基本的な生活習慣を身に付け
る。

児童生徒の主な健康課題
◆知的障害教育部門では、学年学部が上がるに従い、
肥満傾向の児童生徒が増える傾向（平成○年度小学
部15.7％、中学部21.1％、高等部28.6％）にある。
◆心身の不調をはじめ保健室への頻回来室者が約10％
いる。

４

保
健
室
経
営
計
画
及
び
評
価
計
画（
例
）
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特別支援学校（例４）

到達度：１よくできた　２ほぼできた　３あまりできなかった　４まったくできなかった

保
健
室

経
営
目
標

保健室経営目標達成のための
具体的な方策

（※…評価の観点）

自己評価 他　者　評　価
到
達
度

理
由
／

今
後
に

向
け
て

い　

つ

だ
れ
か
ら

方　

法

到
達
度

意
見
・

助
言
等

１　

 

性
に
関
す
る
指
導
計
画
の
立
案
や
Ｔ
Ｔ
で
授
業
実
践
を
す
る
な
ど
し
て
、

性
に
関
す
る
指
導
の
充
実
を
図
る
。

A） 児童生徒の実態及び性に関する指
導の手引を参考にして、性に関す
る指導計画の立案を各学部職員と
協議して作成する。

１
２
３
４

学
期
末 

年
度
末

学
級
担
任 

学
部
職
員

聞
き
取
り　

 

ア
ン
ケ
ー
ト

１
２
３
４※ 担任や各学部職員と連携して性に関

する指導計画を立案できたか。

B） 担任、学部職員と指導案作成や事前
打合せを行い、児童生徒の実態や発
達段階に即した性に関する保健指導
や保健学習をTTで行う。

１
２
３
４

実
施
後 

年
度
末

学
級
担
任　

学
部
職
員

保
護
者　
　
　
　
　
　

聞
き
取
り　

 

ア
ン
ケ
ー
ト

１
２
３
４

※ 児童生徒の実態や発達段階に即した保
健指導や保健学習がTTで実施できたか。
※ 担任や学部職員と指導案作成や事前打合せ
を行い、連携して実施することができたか。

C） 性に関する教育懇談会や学習会等を開
催して保護者との共通理解を図り、保
護者の困り感にも対応できるようにする。 １

２
３
４

実
施
後

教
職
員 

保
護
者

聞
き
取
り　

ア
ン
ケ
ー
ト

１
２
３
４

※ 性に関する教育懇談会や学習会を実
施することできたか。

※ 保護者との共通理解を図り、保護者
の困り感に対応することができたか。

保健室経営目標１に対する総合評価 １　２　３　４

〈総評と次年度への課題〉

平成○○年度　○○特別支援学校　保健室経営計画
学校教育目標

養護教諭　○○○○

生活年齢や障害特性に配慮した教育（小学部～高等部までの一貫した性指導と教育相談の充実）
学校経営方針（保健安全に関わるもののみ）

自立と自律を目指して主体的・創造的に学ぶ力や考える力を育み、心豊かに生きることのできる人間を育成する。

学校保健目標
いのちを大切にし、心身ともに健康で安全な生活ができる児童生徒を育てる。

重点目標
○障害や発達段階に応じた性に関する指導の充実を図
る。

児童生徒の主な健康課題
◆保護者からの相談では、児童生徒の発育や発達、思
春期の性に関する内容が全体の１割程度ある。

◆対人関係に起因する保健室来室者が多く、特に高等
部では来室者の８割程度を占めている。
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特別支援学校（例５）

〈総評と次年度への課題〉

到達度：１よくできた　２ほぼできた　３あまりできなかった　４まったくできなかった

保
健
室

経
営
目
標

保健室経営目標達成のための
具体的な方策

（※…評価の観点）

自己評価 他　者　評　価
到
達
度

理
由
／

今
後
に

向
け
て

い　

つ

だ
れ
か
ら

方　

法

到
達
度

意
見
・

助
言
等

１　

 

保
健
室
利
用
者
の
分
析
や
医
療
機
関
等
と
の
連
携
な
ど
に
よ
り
、
心
の
健
康
問

題
へ
の
対
応
の
充
実
を
図
る
。

Ａ） 特に保健室来室が多い児童生徒には、
訴えを丁寧に聞くとともに、情報収集・
分析を行い、問題の背景やつまずき、
困り感を的確に把握する。

１
２
３
４

学
期
末
・
年
度
末

学
級
担
任
・
教
職
員 

保
護
者
・
主
治
医　

聞
き
取
り　

 

ア
ン
ケ
ー
ト

１
２
３
４

＊ 保健室利用の分析や情報収集により、早期
に問題の背景やつまずき、困り感を的確に
把握することができたか。
Ｂ） 児童生徒が落ち着いて、健康相談がで

きるように保健室の環境を整備すると
ともに、校内組織で役割分担の下に対
応できるようにする。

１
２
３
４

来
室
時
・
年
度
末

学
級
担
任　
　
　

教
職
員
・
保
護
者

聞
き
取
り　

 

ア
ン
ケ
ー
ト

１
２
３
４

＊ 保健室で落ち着いて相談できる環境が整
えられたか。

＊ 校内組織で役割分担の下に支援すること
ができたか。

Ｃ） 医療機関への受診が必要と思われる児
童生徒には、受診指導や医療機関の紹
介等を学校医と相談して行う。

１
２
３
４

実
施
後

学
級
担
任　
　

学
校
医
・
保
護
者

聞
き
取
り

１
２
３
４

＊ 学校医と相談して受診指導や医療機関等
の紹介を行うことができたか。

Ｄ） 学級活動の保健指導の授業において「心
の健康」や「ソーシャルスキルトレー
ニング」を扱う授業の指導資料を提供
するなど、担任と連携して指導案を作
成し、TTで授業を実施する。

１
２
３
４

実
施
後
・
卒
業
後

学
級
担
任
・
教
職
員
・

保
護
者
・
児
童
生
徒

聞
き
取
り　

 

ア
ン
ケ
ー
ト

１
２
３
４＊ 指導資料を提供し担任と連携して指導案を

作成することができたか。
＊担任と連携し、ＴＴで授業を実施できたか。

保健室経営目標１に対する総合評価 １　２　３　４

平成○○年度　○○特別支援学校　保健室経営計画
学校教育目標

養護教諭　○○○○

校外連携を充実させ、特別支援教育のセンター的機能の充実を図る。（個別の教育支援計画活用の工夫）
学校経営方針（保健安全に関わるもののみ）

一人一人の良さや可能性を伸ばし、心豊かにたくましく主体的に生きる力を育成する。

学校保健目標
主体的に自分のからだを見つめ、将来の生活に向けて健康で安全な生活ができる児童生徒の育成を図る。

重点目標
○心の健康問題の解決に向けて、校内外連携の充実を
図る。

児童生徒の主な健康課題
◆保健室への頻回来室者が全体の３割程度と多い。
◆対人関係に起因するトラブルから、学校医や精神科
医との連携を図る事例が常に一定数ある。

◆卒業後、特に支援を必要とする事例が４割程度あ
る。

４

保
健
室
経
営
計
画
及
び
評
価
計
画（
例
）
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参考資料　⑷　学校保健安全法施行令（昭和33年政令第174号）
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参考資料　⑸　学校保健安全法施行規則（昭和33年文部省令第18号）
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参考資料　⑹　学校保健安全法施行規則の一部改正する省令（平成26年文部科学省令第21号）施行通知
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